
　栄 1・2 丁目の「栄楽早朝ラジオ体操山 ももの会」
は、早朝ラジオ体操を毎日休まず年間 365 日取り組
んでいます。元旦もおこなうほど熱心で、地域の交
流と健康維持のためラジオ体操を続けて今年で 10 年
目を迎え、8 月 19 日にラジオ体操優良団体等表彰（地
方表彰）を受賞されました。

ラジオ体操で元気ハツラツ
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東
一
口
の
山
田
家
住
宅
、町
の
文
化
財
と
し
て
保
存

所
有
者
の
山
田
さ
ん
か
ら
寄
附
受
け
入
れ

武家屋敷のような
豪壮な趣の長屋門

　
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
東
一
口
の
山
田
家
住
宅
が
、
7

月
19
日
、所
有
者
の
山
田
賀よ

し
つ
ぐ繼
さ
ん(

神
奈
川
県
横
浜
市
在
住)

か

ら
久
御
山
町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
町
の
文
化
財
と
し
て

管
理
し
、
貴
重
な
歴
史
資
料
と
し
て
保
存
・
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
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山
田
家
住
宅
は
、
細
長
い
家
並
み
が
続
く

東
一
口
の
集
落
の
中
ほ
ど
に
あ
り
ま
す
。
今

は
干
拓
さ
れ
て
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周

囲
約
16
㌖
、
面
積
約
8
0
0
㌶
に
及
ん
だ

巨お
ぐ
ら
い
け

椋
池
の
南
西
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

一
口
村
（
か
つ
て
は
東
一
口
、
西
一
口
と

も
に
一
口
村
と
呼
ば
れ
た
）
は
、
淡
水
漁
業

が
盛
ん
で
、平
安
時
代
に
鳥
羽
上
皇
か
ら「
東

は
津
軽
外
の
浜
、
西
は
艪ろ

か
い櫂

の
及
ぶ
処
ま
で

出
漁
を
許
可
す
る
」
と
い
う
綸り

ん
じ旨
を
賜
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
田
家
は
、〝
本
山
田
〝
と
呼
ば
れ
、
御

牧
郷
13
か
村
を
ま
と
め
て
い
た
大
庄
屋
で
、

巨
椋
池
漁
業
権
の
総そ

う
す
い帥

で
し
た
。

　

山
田
家
の
敷
地
は
お
よ
そ
東
西
40
㍍
、
南

北
30
㍍
。
東
西
27
㍍
に
及
ぶ
長
屋
門
と
長
塀

は
、
水
害
へ
の
備
え
と
し
て
石
垣
の
上
に
築

か
れ
、
屋
根
は
入い

り

も

や

母
屋
造
り
瓦
葺ぶ

き
で
、
上

段
に
「
松
葉
菱
」、下
段
に
「
丸
に
五
つ
引
き
」

の
家
紋
を
練
り
こ
ん
だ
瓦
が
組
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
壁
は
、
上
部
を
軒
廻
り
ま
で
漆し

っ
く
い喰

塗
り
、
下
部
は
下
見
板
張
り
と
し
て
、
与
力

窓
や
出
格
子
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
屋
門
は
、
一
般
的
に
は
収
納
や
使
用
人

の
部
屋
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
が
、
山
田
家
の

長
屋
門
は
、
上
客
の
供と

も
ま
ち待

ち
と
し
て
の
機
能

を
持
っ
て
い
た
た
め
、
床
の
間
を
多
く
つ
く

る
な
ど
、
居
住
空
間
と
し
て
の
充
実
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
内
部
は
改
装
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
間
取
り
は
痕
跡
や
明
治
初
年
作
成

の
古
図
な
ど
か
ら
往
時
の
姿
を
と
ど
め
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

観
音
開
き
の
大
門
は
欅け

や
き

で
作
ら
れ
、
棟
の

両
端
に
置
か
れ
た
シ
ャ
チ
の
瓦
な
ど
、
漁
村

の
集
落
に
あ
っ
て
、
武
家
屋
敷
の
よ
う
な
豪

（
4
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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■寄附物件の概要

長 屋 門

長 塀

主 屋

史 料

：

：

：

：

木造・瓦葺
平屋建　入母屋造
延床面積 107.21㎡　
桁行 26.67m、梁間 4.02m
木造・瓦葺
延長 19.5m
木造・瓦葺
平屋建　切妻造
延床面積 215.43㎡　
桁行 20.64m、梁間 12.78m
大池古図ほか

①

②

③

④

建物等（国登録有形文化財）(2)

地籍：1,522.04㎡
地目：宅地

土地　久御山町東一口 35 番地(1)

御牧小学校

京滋バイパス

巨椋池排水幹線

文

国
道
1
号

第
二
京
阪
道
路

巨椋池排水機場
宇治川

山田家山田家

国土交通省
久御山排水機場 東一口橋 東一口

古川

N

豪壮な趣の山田家住宅の長屋門

東一口の山田家住宅、町の文化財として保存
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壮
な
趣
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

長
屋
門
、
長
塀
と
も
建
築
年
代
は
、
18
世

紀
末
か
ら
19
世
紀
初
め
頃
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

主
屋
は
、
桁け

た
ゆ
き行
約
20
㍍
、
梁は

り
ま間
約
13
㍍
、

切
妻
造
り
、
桟さ

ん
か
わ
ら
ぶ

瓦
葺
き
で
、
居
室
部
は
3

室
が
前
後
2
列
に
並
ん
で
い
ま
す
。

　

建
築
年
代
は
、
襖ふ

す
ま
え絵

作
者
の
履
歴
や
長
屋

門
の
推
定
建
築
年
代
な
ど
か
ら
、
18
世
紀
末

頃
の
建
築
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
居
室
部
は
も

と
も
と
3
室
が
4
列
に
並
ん
で
い
ま
し
た

が
、
今
は
縮
小
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
網あ

じ
ろ代
や
鯉
の
欄
間
、
京
狩
野
鶴

沢
派
の
三
代
鶴
沢
探た

ん
さ
く索
の
落
款
の
あ
る
雲
竜

が
描
か
れ
た
襖
絵
な
ど
、
意
匠
を
凝
ら
し
た

座
敷
が
残
っ
て
お
り
、
大
庄
屋
と
し
て
の
趣

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
山
田
家
住
宅
は
国
の
有
形
文

化
財
建
築
物
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
有
者
の
山
田
賀
繼
さ
ん
か
ら
平
成
21
年

に
町
へ
の
寄
附
申
し
出
が
あ
り
、
町
で
は
文

化
財
保
護
審
議
会
の
検
討
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
て
寄
附
受
け
入
れ
の
方
針
を
決
定
し
、
こ

の
ほ
ど
の
敷
地
境
界
が
確
定
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
7
月
19
日
、
寄
附
受
け
入
れ
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

7
月
19
日
の
寄
贈
式
で
は
、
山
田
家
第

座
敷
に
は

網
代
や
鯉
の
欄
間

平
成
22
年

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

　

郷
土
の
歴
史
の
研
究
を
通
し
て
、
文
化
財
の
保
護
と

活
用
を
図
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
49
年
に
組
織
を
結
成
し
、
早

い
も
の
で
約
40
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
40
年
間
で
、
町
の
様
相
も
一
変
し
、
ま
た
、
今

日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
な
行
事
も
簡
素
化
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
、
寄
贈
を
受
け
た
山
田
家

住
宅
を
は
じ
め
、
町
内
に
残
る
有
形
・
無
形
の
文
化
財

を
町
の
貴
重
な
資
産
と
し
て
次
代
に
引
き
継
ぐ
努
力
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
と
文
化
財
等
を
守
り
「
地
域

お
こ
し
」
を
進
め
ら
れ
て
い
る
文
化
団
体
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
足
元
の
文
化
を
見
直
す
機
会
と
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
は
発
展
し
ま
し
た
が
、
昔
、
池
が
あ
っ
た
こ
と
を

今
は
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
こ
の
こ
と
を
後
世
に
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
昨
年
10
月
に
発
足
し
、
現
在
会

員
は
21
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
一
口
に
は
山
田
家
を
は
じ
め
大
池
神
社
や
安
養
寺

な
ど
に
ま
つ
わ
る
豊
富
な
歴
史
や
文
化
が
あ
り
、
町
全

体
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
4
月
の
桜
ま
つ
り
で
の
山
田
家
住
宅
の

一
般
公
開
や
8
月
の
蓮
の
生
け
花
教
室
と
講
演
会
な

ど
、
年
間
3
、
4
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
月
定
期
的
に
庭
の
草
引
き
や
清
掃
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
町
の
文
化
遺
産
と
し
て
多

く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
と
す
る
た
め
に

町
の
歴
史
、
広
く
伝
え
て
い
き
た
い

久
御
山
町
郷
土
史
会

会
長 

髙
田 

米
和
さ
ん
（
市
田
・
81
歳
）

東
一
口
の
ふ
る
里
を
学
ぶ
会

代
表 

山
田 

武
司
さ
ん(

東
一
口
・
69
歳
）

①

4
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24
代
当
主
で
所
有
者
の
山
田
賀
繼
さ
ん
か

ら
、
信
貴
町
長
に
寄
贈
目
録
や
、
登
録
有
形

文
化
財
登
録
証
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は「
久
御
山
町
の
歴
史
を
伝
え

る
史
料
と
し
て
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
話
を
さ
れ
、
信
貴
町
長
は「
貴
重
な
史
料

を
謹
ん
で
お
受
け
し
ま
す
。
大
変
重
要
な
文

化
財
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
守
り
、

利
活
用
を
図
り
な
が
ら
次
世
代
に
継
承
し
て

い
き
た
い
」と
、
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
は
、
季
節

の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
の
学
習
、
視
察
・
見
学

の
受
け
入
れ
な
ど
、
町
郷
土
史
会
、
東
一
口

の
ふ
る
里
を
学
ぶ
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
と
東
一

口
の
ふ
る
里
を
学
ぶ
会

の
共
催
で
、
8
月
11

日
「
久
御
山
歴
史
講
座
」

が
、
東
一
口
の
山
田
家

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
山
田
家
の
北

東
に
広
が
っ
て
い
た
巨

椋
池
は
、
蓮
の
花
の
名
所
で
、
歴
史
講
座
は
、
ま
ず
、

巨
椋
池
に
伝
わ
る
蓮
の
花
を
用
い
て
生
け
花
講
習
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
に
内
田
洋
子
さ
ん
を
迎
え
、
参

加
者
は
蓮
が
開
い
た
時
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、

生
け
て
い
ま
し
た
（
写
真
㊨
）。

　

続
い
て
開
か
れ
た
蓮
の
講
演
会
に
は
、
町
内
外
か
ら

50
人
を
超
え
る
参
加
者
で
、
網
代
や
鯉
の
欄
間
が
あ
る

居
室
は
入
り
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
の
超
満
員
。
前
京
都
植

物
園
長
の
金
子
明
雄
さ
ん
か
ら
、
巨
椋
池
の
蓮
に
つ
い

て
、
池
や
山
田
家
の
歴
史
も
交
え
な
が
ら
講
演
が
あ
り
、

参
加
者
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
（
写
真
㊧
）。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
東
一
口
の
ふ
る
里
を
学
ぶ
会
が

準
備
さ
れ
た
蓮
酒
や
蓮
茶
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の
接
待
も

あ
り
、
参
加
者
は
往
時
の
山
田
家
と
巨
椋
池
を
偲
ん
で

い
ま
し
た
。

写
真
：
①
式
台
を
備
え
た
主
屋
玄
関

②
巨
椋
池
古
図

③
欄
間
に
施
さ
れ
た
網
代
や
鯉
の
彫
刻

④
家
紋
瓦
が
組
み
込
ま
れ
た
屋
根

⑤
庄
屋
か
ご

山
田
家
で
蓮
の
生
け
花
と

講
演
会

② ④⑤

③

歴
史
講
座
を
開
催

山田賀繼さん（右）から信貴町長に目録な
どが手渡されました

東一口の山田家住宅、町の文化財として保存
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に
久
御
山
町
で
も
床
上
浸
水
な
ど
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も
全
国
各
地
で
集

中
豪
雨
な
ど
異
常
な
降
雨
が
増
え
、
被
害
が

出
て
い
ま
す
。
昭
和
28
年
水
害
か
ら
60
年
目

に
あ
た
り
、
今
一
度
水
害
対
策
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

久
御
山
町
は
、
山
城
盆
地
の
中
で
最
も
低

い
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
宇
治
川
と
木
津
川
に

挟
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
宇
治
市
・
城

陽
市
な
ど
古
川
上
流
の
住
宅
地
に
降
っ
た
雨

は
町
の
東
部
を
北
流
し
、
巨
椋
池
干
拓
田
な

ど
田
畑
に
降
っ
た
雨
は
巨
椋
池
排
水
路
を
流

れ
、
い
ず
れ
も
、
東
一
口
地
区
に
集
ま
っ
て

き
ま
す
。

　

雨
水
は
、
普
段
は
自
然
に
宇
治
川
に
放
流

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
宇
治
川
の
水
位
が
上
が

る
と
自
然
排
水
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
国

土
交
通
省
久
御
山
排
水
機
場
と
巨
椋
池
排
水

機
場
の
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
強
制
的
に
排
水
し

て
い
ま
す
。

　

昭
和
28
年
の
台
風
13
号
に
よ
る
水
害
以

来
、
国
に
お
い
て
は
ダ
ム
や
排
水
機
場
の
建

設
、
河
川
改
修
が
お
こ
な
わ
れ
、
府
・
町
に

お
い
て
も
内
水
排
除
対
策
を
講
じ
、
久
御
山

町
で
は
60
年
間
大
き
な
洪
水
被
害
は
起
こ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
昨
年
の
京
都
府
南
部
豪
雨
な
ど

で
は
、
宇
治
市
で
河
川
が
氾
濫
す
る
と
と
も

　

昭
和
28
年
9
月
25
日
午
後
3
時
に
中
心

気
圧
9
3
0
㍊
、
最
大
風
速
毎
秒
50
㍍
の

猛
烈
な
勢
い
と
な
っ
た
台
風
13
号
は
、
久
御

山
町
域
で
24
日
午
前
7
時
か
ら
25
日
の
午

後
6
時
ま
で
の
連
続
雨
量
2
1
7
ミリ

㍍
を

記
録
。
25
日
の
午
後
7
時
頃
台
風
に
よ
る

風
雨
は
衰
え
ま
し
た
が
、
淀
川
の
満
水
に
よ

り
木
津
川
、
桂
川
が
宇
治
川
へ
逆
流
を
は
じ

め
、
伏
見
区
向
島
大
黒
付
近
の
宇
治
川
左
岸

が
約
4
5
0
㍍
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、
巨

椋
池
干
拓
田
と
そ
の
周
辺
約
3,
0
0
0
㌶

を
水
没
さ
せ
、
家
屋
も
約
2,
7
0
0
戸
が

浸
水
と
い
う
大
災
害
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
大
浸
水
は
、
14
時
間
後
に
記
録
し
、
市

田
で
2.
7
㍍
、佐
古
・
林
で
2.
1
㍍
、佐
山
・

雨
水
が
集
ま
る
久
御
山
町

過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ

　今年は、京都府南部に大きな被害をもたらした昭和 28
年 8 月の南山城水害や翌月の台風 13 号の洪水から 60 年
目にあたります。　
　久御山町にとって、特に台風 13 号による水害は、宇治
川が決壊し、「巨椋池の再現」とまでいわれ、町全域が壊
滅的に被災するといった大惨事になりました。28 年以降
大災害はありませんが、昨年の 8月の集中豪雨による被
害など、近年水害の可能性が増しています。この機会に
水害など災害について考え、もしもの時に対応できるよ
うに備えましょう。

台風 13号の被害状況

▲雨水が集まる東一口地区

御牧村 佐山村
被災者数 3,478人 3,044人
負傷者 10人 13人
家屋全壊 53戸 7戸
家屋半壊 102戸 91戸
床上浸水 337戸 327戸
床下浸水 59戸 153戸
田畑の流失 1,200a ―
田畑の冠水 36,760a 38,800a
道路決壊 45ヵ所 7カ所
橋梁流失 11カ所 6カ所
損害見込額 12億9,785万円 3億8,706万円

災害への備えは万全ですか？
昭和28年水害では町全域が水没

災害への備えは万全ですか？
昭和28年水害では町全域が水没
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田
井
が
1.
8
㍍
、
御
牧
地
区
の
低
地
で
は

屋
根
が
わ
ず
か
に
見
え
る
く
ら
い
の
5
㍍

以
上
に
及
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
水
が
完
全
に
引
く
ま
で
に
約
1
か
月
を

要
し
ま
し
た
。

　

ほ
ぼ
全
住
民
が
被
災
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

死
者
が
出
ず
、
か
つ
最
小
限
に
被
害
が
食
い

止
め
ら
れ
た
の
は
浸
水
の
状
況
が
緩
慢
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
避
難
が
迅
速
で
あ
っ
た
こ

と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
！

　

①
避
難
は
早
め
に
、
迅
速
に

　

②
雨
が
小
雨
に
な
っ
て
か
ら
も
要
注
意

　

③
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
２
階
ま
で
浸
水

　

皆
さ
ん
！
も
し
、河
川
が
決
壊
し
た
場
合
、

自
宅
の
浸
水
の
深
さ
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

久
御
山
町
で
は
、
想
定
雨
量
を
２
日
間
で

５
０
０
㍉
㍍
で
浸
水
想
定
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー

浸
水
の
深
さ
は

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
２
㍍
以
上

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
久
御
山
町
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
２

㍍
以
上
浸
水
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
時
に
一
目
で
浸
水
の
深
さ
が

わ
か
る
「
洪
水
標
識
板
」を
今
年
4
月
に
各

公
共
施
設
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
標
識
板

で
は
、
宇
治
市
に
近
い
東
角
小
学
校
で
も

1.
4
㍍
浸
水
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浸
水
位
置
を
知
る
こ
と
で
、
安
全
に
避
難

す
る
目
安
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

洪
水
標
識
板
設
置
場
所
／
久
御
山
町
役

場
、
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、
ふ

れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル
、御
牧
小
学
校
、

佐
山
小
学
校
、
東
角
小
学
校
、
久
御
山
中
学

校　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

問
合
せ
／
総
務
課

　

山
城
地
域
で
は
、
昭
和
28
年
の
南
山
城
水

害
の
あ
と
も
こ
の
60
年
間
に
3
度
も
の
大

水
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。京
都
府
で
は
、

今
後
の
水
害
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
9
月
29
日
㈰　
午
後
2
時
～
5

時　

場
所
／
山
城
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
ア

ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ
）　

問
合
せ
／
山
城
北

土
木
事
務
所
企
画
調
整
室　

☎
０
７
７
４

（
６
２
）０
５
４
７

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
込
不
要
、

　

入
場
料
な
し
。

※
会
場
は
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線「
棚
倉
」か
ら
徒
歩

　

４
分
で
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
。

南
山
城
水
害
60
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

９
月
29
日 

ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ

台
風
13
号
に
よ
る
被
害
状
況
の
写
真

土のうでふさがれる決壊した宇治川堤防

屋根だけが見える御牧地区

東角小の洪水標識板。児童の頭を超えています

府道宇治淀線

佐山小学校運動場 踏み板や教壇を舟の代わりに
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町
で
は
、
災
害
へ
の
常
日
頃
か
ら
の
備

え
や
災
害
時
の
対
応
を
確
認
す
る
た
め
、

関
係
機
関
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
総
合

防
災
訓
練
を
5
年
に
一
度
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

地
震
や
水
害
な
ど
天
災
は
必
ず
起
こ
り

う
る
も
の
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
備
え

や
意
識
で
被
害
は
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
訓
練
内

容
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、

　

災
害
時
に
は
、
家
族
全
員
の
協
力
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
日
頃
か
ら
防
災
に
つ
い

て
、
家
族
で
次
の
点
な
ど
を
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

①
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担
を
決
め
る

　

い
ざ
と
い
う
時
、
誰
が
何
を
す
る
か
を
決

め
て
お
く
。
高
齢
者
や
乳
幼
児
が
い
る
場
合

は
、
誰
が
支
援
す
る
か
も
話
し
合
う
。

②
家
の
中
の
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　

家
具
の
転
倒
や
落
下
す
る
も
の
は
な
い
か

な
ど
、
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
と
対
策
を
。

③
災
害
時
の
避
難
場
所
の
確
認
を
す
る

　

避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
避
難
場
所
の
地
図
は
、
町
民
カ
レ

ン
ダ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
な
ど
を
利
用
し
て
、
自
宅
か
ら
避
難

場
所
ま
で
実
際
に
歩
き
、
安
全
な
ル
ー
ト
を

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
時
は
、
道
路
が
通
行
止
め
に
な
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
複
数
の
ル
ー
ト
を
見
つ
け

て
お
く
と
安
心
で
す
。

④
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
こ
う

　

災
害
は
、
家
族
全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
時

に
起
こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
地
震
な
ど
の

大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
被
災
地
へ
の

電
話
が
殺
到
し
、
回
線
が
大
変
混
雑
し
て
、

つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
実
際
、
東
日

本
大
震
災
の
直
後
は
、
最
大
で
平
常
時
の
約

50
～
60
倍
以
上
の
通
話
が
一
時
的
に
集
中
し

た
通
信
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
、

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
や
災
害
用
伝
言
板
な

ど
の
災
害
時
の
連
絡
手
段
を
決
め
、
使
い
方

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
の
避
難
情
報
等
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
広
報
車
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
、
自
治
会
に
設
置
し
て
い
る
防

災
行
政
無
線
等
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

注
意
や
警
戒
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。
一
つ

の
情
報
源
に
頼
ら
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報

に
注
意
し
、
速
や
か
に
避
難
で
き
る
よ
う
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

9
月
1
日
は「
防
災
の
日
」  

8
月
30
日
～
9
月
5
日
は「
防
災
週
間
」

　
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
災
害
か
ら
自
分
た
ち
の
身
の
安
全
を
守

る
た
め
に
は
「
避
難
」
が
大
原
則
。
早
目
の
避

難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
頃
の
備

え
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
お
う

避
難
情
報
の
伝
達
方
法

10
月
27
日
㈰ 

役
場
南
側
駐
車
場

避難情報の種類と違い

情報の種類 発令時の状況 皆さんに求める行動

避 難 準 備
情 報

●避難をするのに時間がかかる要配慮者は、
　避難を始めなければならない状況です。
●人的被害が発生する可能性が高まってい
　る状況です。

●高齢者や病人、障害のある人は支援者と
　共に避難所へ早めに避難を始めてくださ
　い。
●非常用持出品を用意するなど、いつでも
　避難できるように準備してください。

避難勧告

●通常の避難ができる人についても、避難
　を始めなければならない状況です。
●人的被害が発生する可能性がさらに高まっ
　ている状況です。

●避難所へ速やかに避難
   を始めてください。

避難指示

●災害の前兆現象の発生や切迫した状況か
　ら、人的被害が発生する危険性が非常に
　高まっている状況、または実際に人的被
　害が発生した状況です。　

●避難中の人は確実に避難を完了してくだ
　さい。
●いまだ避難していない人は、ただちに避
　難所に避難してください。
●避難の時間的な余裕がない場合は、 生命
　を守る最低限の行動をしてください。

　皆さんにお伝えする避難勧告などの避難情報は、「避難準備情報」「避難勧告」「避難
指示」の 3 つがあります。それぞれの状況と皆さんにしていただきたい行動は次のとお
りです。地域の状況などを考慮に入れて早めの行動をお願いします。  問合せ／総務課

※地面が水で見えないほど浸水している場合は、無理に避難せず、自宅の上階や近所の高い建
　物に避難してください。

町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

日
頃
の
備
え
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
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お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

総
合
防
災
訓
練
の
内
容
や
避
難
所
か
ら

の
送
迎
バ
ス
の
運
行
内
容
な
ど
、
詳
し
く

は
「
広
報
く
み
や
ま
」
10
月
1
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

日
時
／
10
月
27
日

（日）
午
前
8
時
30
分
～

午
後
1
時　

場
所
／
久
御
山
町
役
場
南
側

駐
車
場　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

問
合
せ
／
総
務
課

　下記の非常用持出品・備蓄品の参考リストをもとに、家族構成に合わせて準備しましょう。また、定期的に食品

の賞味期限や電化製品の故障がないかチェックしましょう。

非常用持出品・備蓄品を準備しよう

非常用持出品 非常用備蓄品避難時に持ち出す
最小限の必需品

災害復旧まで自足できるもの
（3 日～ 7 日分）・・・・・ ・・・・・

久御山町が事業所等と結んでいる協定
締結先   内容

（一社）京都府エルピーガス協会宇治支部 避難所への LPガスの供給
大阪ガス ( 株 )
エネルギー事業部

町役場庁舎への都市ガス供給のための緊急
対応及び復旧活動

エフエム宇治放送 ( 株 ) 避難情報など災害放送の実施
久御山町上下水道事業者組合 上下水道復旧のための応急工事の実施

久御山町建設業協会 道路、河川などの災害復旧のための応急工
事の実施

ヤフー株式会社 町ホームページのキャッシュサイト作成及
び緊急情報の公開

京都日野自動車株式会社 会社の施設を災害時の一時避難所として使用
イオンリテール ( 株 ) 会社の施設を災害時の一時避難所として使用

近隣市町と共同して事業所等と結んでいる協定
締結先   内容

宇治久世医師会 災害現場で医療活動が必要な場合に災害医
療救護活動を実施

イオンリテール ( 株 ) 保有する食料品、衣類、医薬品等生活用消
耗品全般の供給

(株)ユタカファーマシー 保有する食料品、衣類、医薬品等生活用消耗品全般の供給

コカ・コーラウエスト(株 ) 保有する飲料及び災害対応型自動販売機内の飲料の供給

樋口鉱泉 ( 株 ) 保有する飲料及び災害対応型自動販売機内
の飲料の供給

Fレンタリース ( 株 ) 応急対応や災害復旧に必要となる車両の提供

京都中央葬祭業協同組合 棺等葬祭用品の供給

（一社）全国霊柩自動車協会 霊柩自動車による輸送の協力

　町では、災害時に協力していただける
「災害時応援事業所・店舗等」を募集し
ています。
　応援事業所とは、災害時に被災者への
応急対策のため、町からの要請により、
各種支援活動をしていただける事業所で
す。
　久御山町では、8 月 31 日現在では右
表の協定を締結しています。
　ご協力いただける事業所等は、ぜひご
連絡ください。

ヘルメット・防災ずきん（落下物から頭を守るための
必需品。必ず人数分を用意。）
懐中電灯
携帯ラジオと予備電池
非常食（乾パンやアルファ化米で火を通さずに食べら
れるものを。）
水（持ち運びに便利なペットボトル入り。）
貴重品（貯金通帳・健康保険証・印鑑・免許証など。
現金は紙幣だけでなく公衆電話用の 10 円も便利で
す。）
救急医療品（キズ薬・ばんそうこう・風邪薬など、常
備薬があれば忘れずに。）
生活用品（衣類・軍手・ナイフ・缶きり・ライター・
簡易トイレなど。）
防寒具・雨具
赤ちゃん用品（ミルクやおむつなど。）

非常食（そのまま食べられるか、簡単な調理で食べら
れるもの。しょう油や味噌などの調味料も準備してお
くと便利です。）
水（飲料水は 1 人 1 日 3 リットルと生活用水。）
生活用品（カセットコン
ロとガスボンベ・毛布・
衣類・トイレットぺー
パー・生理用品など。）
工具類（救出活動に使え
るスコップ・ノコギリ・
バールなど。）

災害時応援事業所を募集！

支援活動の例
◎
◎
◎

◎

物資の提供（食料品・飲料水・日用品等）
役務（救護活動、車両の運転等）
施設の開放（避難者の一時受け入れ、
トイレなどの提供）
資機材の提供（作業用車両、工事用
機材等）

問合せ／総務課
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久
御
山
中
学
校
に
８
月
か
ら
着
任
し
た
新
し
い
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
ア
マ
ン
ダ
・
グ
リ
ー
ン

先
生
が
8
月
2
日
、
前
任
の
ソ
ン
ヤ
・
ブ
ラ
ン
ド

フ
ォ
ー
ド
先
生
と
と
も
に
信
貴
町
長
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

ア
マ
ン
ダ
先
生
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
で
、

高
校
生
の
頃
に
日
本
で
１
か
月
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た

こ
と
が
あ
り
、
日
本
食
で
は
お
好
み
焼
き
が
好
物
と

の
こ
と
。「
生
物
医
学
の
教
師
に
な
る
こ
と
が
将
来

の
夢
で
、
教
職
経
験
を
積
む
た
め
に
来
日
を
決
意
し

ま
し
た
。
久
御
山
町
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

く
、
中
学
校
で
働
く
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
、
あ
い

さ
つ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

５
年
間
の
勤
務
を
終
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰

国
す
る
ソ
ン
ヤ
先
生
に
は
、
久
御
山
中
学
校
を
拠
点

に
、
町
内
の
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
で
、
児
童
・

生
徒
の
英
語
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ソ
ン
ヤ
先
生
は
５
年
間
を
振
り
返
り
、「
久

御
山
町
で
素
晴
ら
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
日
本
を
離
れ
る
の
は
と
て
も
悲
し
く
て
さ
み

し
い
で
す
。
５
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

高
齢
者
夫
婦
だ
け
の
世
帯
や
一
人
暮
ら

し
の
世
帯
が
増
え
、
中
に
は
認
知
症
や

閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
人
も
あ
り
、
こ
う

し
た
人
の
安
全
を
ど
の
よ
う
に
見
守
っ

て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

は
、
介
護
保
険
な
ど
既
存
の
制
度
で
は

手
当
で
き
な
い
こ
う
し
た
〝
福
祉
の
す

社
協
拠
点
に
民
間
、行
政
な
ど
連
携
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

高
齢
者
を
は
じ
め
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
日
常
業
務
の
中
で
無
理
な
く
さ
り
げ
な
い
見
守
り
を
―
。
久
御
山

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
岸
喜
代
至
会
長
）
で
は
、
民
間
事
業
所
や
行
政
な

ど
と
連
携
し
て
、「
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
、
７
月
31
日
に
発
足
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
宅
な
ど
を
訪

問
し
た
と
き
、
新
聞
や
郵
便
物
が
た

ま
っ
て
い
る
、
何
度
来
て
も
応
答
が
な

い
、
洗
濯
物
が
干
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
な
ど
、
い
つ
も
と
違
っ
た
感
じ
が

す
る
と
き
に
社
協
へ
連
絡
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
社
協
で
は
状
況
を
確
認
し
て

当
該
家
庭
を
訪
問
し
、
必
要
に
応
じ
て

行
政
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
消

防
署
な
ど
と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

7
月
31
日
、
役
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
発
足
会
で
は
、

見
守
り
協
力
事
業
所
や
協
力
機
関
に
、

岸
会
長
か
ら
委
嘱
書
が
手
渡
さ
れ
、「
さ

り
げ
な
い
見
守
り
を
」
と
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

発
足
式
現
在
で
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
は
、
新
聞

販
売
店
、
牛
乳
・
飲
料

販
売
事
業
所
、
郵
便
局
、

食
材
・
配
食
事
業
所
、

ガ
ス
事
業
者
な
ど
55
事

業
所
の
ほ
か
、
見
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ふ
く

ろ
う
隊
員
」
4
2
9
人

が
参
画(

予
定
を
含
む)

し
て
い
ま
す
。

　

社
協
で
は
、
今
後
も

協
力
事
業
者
を
募
集
し

て
い
き
ま
す
。

みんなの力を合わせて安心生活を。発足会に参加したみなさん。

新任のアマンダ先生 (中央左 ) と退任のソンヤ先生（右）

新旧ＡＬＴバトンタッチ

き
間
〟
を
埋
め
る
の
が
狙
い
で
、
社
会

福
祉
協
議
会(

社
協)

を
拠
点
に
、
民

間
の
事
業
所
や
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
「
ふ
く
ろ
う
隊
員
」
な
ど
が
、
普
段

の
生
活
や
業
務
の
中
で
さ
り
げ
な
く
見

守
り
、
万
一
、
異
変
を
感
じ
た
時
は
行

政
や
自
治
会
、
福
祉
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
て
迅
速
に
対
応
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
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子
々
孫
々
へ
平
和
の
理
念
を
継
承

し
、
恒
久
平
和
の
実
現
の
た
め
、
終
戦

記
念
日
の
8
月
15
日
、
町
役
場
で
、
平

和
祈
念
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

正
午
前
、
平
和
都
市
宣
言
記
念
碑
前

に
、住
民
や
町
議
会
議
員
、町
職
員
ら
約

1
0
0
人
が
参
列
。
正
午
の
サ
イ
レ
ン

と
と
も
に
戦
没
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
た

あ
と
、
信
貴
町
長
が
平
和
都
市
宣
言
文

を
朗
読
し
、
恒
久
平
和
を
誓
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
で
、

7
月
25
・
26
日
の
両
日
に
被
爆
地
広
島

で
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
学

習
し
た
広
島
派
遣
団
員
を
代
表
し
て
、

久
御
山
中
学
校
１
年
生
の
東 

萌
々
花
さ

ん
が
「
2
度
と
こ
ん
な
悲
し
い
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
に
平
和
を
考
え
た
い
」

と
、
体
験
発
表
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祈
念
集
会
の
後
、
広
島
で
被

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
継
承
を

平
和
祈
念
集
会

爆
さ
れ
、
母
と
妹
を
亡
く
さ
れ
た
京
都

府
原
爆
被
災
者
の
会
宇
治
支
部
の
米
澤

鐵
志
さ
ん
か
ら「
戦
争
と
平
和
」に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
は
戦
争
の
悲

惨
さ
と
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
の
尊

さ
を
改
め
て
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

広島派遣の体験発表をする東さん 記念碑の前で平和都市宣言文を読
み上げる信貴町長

ロビーで行われた「平和の語り」(手前は原爆写真展 )

　

信
貴
町
長
か
ら
は
、
久
御
山
の
子
ど
も
た
ち
に
良

い
経
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
ソ
ン
ヤ
先
生
に
ね
ぎ
ら
い

と
、
母
国
で
の
活
躍
を
願
う
言
葉
を
、
ア
マ
ン
ダ
先

生
に
は
歓
迎
と
激
励
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
、
イ
オ
ン
久
御
山
店
周
辺
で
人
権
街
頭

啓
発
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
府
で
は
８
月
を
人
権
強
調
月
間
と
し
て
定
め

て
お
り
、
こ
の
日
は
、
久
御
山
町
人
権
擁
護
委
員
や

社
会
福
祉
協
議
会
、
商
工
会
の
各
代
表
者
な
ど
約
20

人
が
「
み
ん
な
で
築
こ
う
い
の
ち
輝
く
人
権
の
世
紀

を
」と
書
か
れ
た
啓
発
物
品
を
買
い
物
客
ら
に
配
り
、

人
権
意
識
の
高
揚
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

人権意識の高揚を

街頭で人権意識の高揚を呼びかけ

建設場所

ゆうホール
N

久御山団地

いきいきホールいきいきホール

府道宇治・淀線

内屋敷公園佐
山
小

佐
山
保

第
二
京
阪
道
路

あいあい
ホール
あいあい
ホール

内屋敷公園

久御山町初の
介護老人保健施設
整備へ
医療法人啓信会が開設

　久御山町初めての介護老人保健施

設の整備工事が来年 10 月の開設を

目指しておこなわれています。

　同施設は、久御山町の第 6 次高齢

者保健福祉計画で整備を位置付けて

いるもので、昨年 11 月に事業予定

者を公募。医療法人啓信会から応募

があり、久御山町介護老人保健施設

整備・運営事業予定者選定委員会で

選定され、決定していました。

　建設場所は、佐古内屋敷のあいあ

いホール東側。敷地面積約 2,700㎡、

鉄骨造り４階建。定員100人（ユニッ

ト型 30 床、従来型 70 床）の施設で、

通所リハビリセンターと居宅介護支

援事業所が併設されます。

　施設は、医療法人啓信会が建設さ

れ、9 月着工、来年 10 月の開設を

予定しています。

※介護老人保健施設とは

　介護を必要とする高齢者の自立を

支援するための施設で、入所する要

介護者に対して看護、医学管理のも

とに、機能訓練や必要な医療並びに

日常生活上の世話をおこなう施設で

す。

街頭啓発
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み
な
さ
ん
の
健
康
と
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、

今
年
も
「
敬
老
会
」
を
、
9
月
3
日
㈫
に
中 

央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

記
念
式
典
の
あ
と
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
ザ
・
ぼ
ん

ち（
漫
才
）、も
り
や
す
バ
ン
バ
ン
ビ
ガ
ロ（
大

道
芸
）
が
登
場
し
ま
す
。
ま
た
、
音
楽
療
法

士
に
よ
る「
み
ん
な
で
歌
え
る
懐
か
し
い
歌
」

も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
9
月
3
日
㈫ 

午
後
１
時
30
分
～
４
時 

（
※
開
場
は
午
後
0
時
45
分
予
定
）

　

場
所
／
中
央
公
民
館

　

内
容
／
第
1
部 

式
典 

午
後
1
時
30
分
～

第
2
部 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン  

午
後
2
時
30
分
～

※
第
2
部
の
開
始
は
第
1
部
の
進
行
状
況
に

よ
り
、前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

対
象
／
数
え
年
で
70
歳
以
上
の
人（
第
2

部
は
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
）

　

会
場
へ
は
、
左
表
の
と
お
り
臨
時
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
バ
ス
停

9
月
3
日
㈫
は
敬
老
会
へ
漫
才
や
大
道
芸
な
ど
も

午
後
1
時
30
分
～
中
央
公
民
館

送
迎
バ
ス
を
運
行

か
ら
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。�　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

　

町
で
は
敬
老
の
意
を
表
し
、
毎
年
９
月
に

敬
老
金
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
敬
老
金
支
給
決
定
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
通
知
書
と
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、
下
表
の
公
会
堂
等
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。
長
寿
健
康
課
の
窓
口
で
お
受

け
取
り
の
場
合
は
、
9
月
17
日
㈫
以
降
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
受
け
取
り
の

際
に
、
身
分
証
明
書
等
で
本
人
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

敬
老
金
を

お
渡
し
し
ま
す

　

対
象
・
支
給
額
／
町
内
に
引
き
続
き
１
年

以
上
住
ん
で
い
る
人
で
、
満
70
・
75
歳
の
人

は
１
万
円
、
満
80
・
85
歳
の
人
は
２
万
円
、

満
90
・
95
歳
の
人
は
3
万
円
、
満
1
0
0

歳
以
上
の
人
は
５
万
円
（
平
成
25
年
9
月
1

日
現
在
）�

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

敬老会臨時送迎バス発車時刻・場所一覧表
号車 発車時刻 場　　所

1

12:30 新成田バス停
12:31 栄町バス停
12:34 西栄町バス停

12:37 久御山団地バス停ロータリー
（南向き）

12:40 久御山団地南バス停
（南向き）

2

12:30 佐古バス停（東向き）
12:35 垣内バス停（西向き）
12:40 佐山小学校前
12:45 工業団地（五差路南側）
12:52 下津屋バス停

3
12:35 林バス停
12:37 佐山東代バス停
12:39 佐山バス停

4

12:25 旧市田バス停
（府道沿バス停車帯）

12:27 ㈲太陽自動車前
12:31 まちの駅イオン久御山店前
12:35 村東バス停
12:36 御牧バス停
12:38 近協パレス前バス停
12:42 大橋辺公民館向かい側
12:45 北川顔バス停
12:48 藤和田バス停

5

12:25 相島北バス停
12:35 東一口 ローソン前（西側）
12:38 前川橋バス停
12:39 桜並木口バス停
12:39 排水機場前バス停
12:40 西一口バス停
12:42 相島西バス停（南向き）
12:44 中島バス停（南向き）
12:46 坊之池バス停（南向き）

※�交通事情等によりバスの到着が遅れる場合
がありますので、ご了承願います。

平成25年度敬老金支給出張日程表

※１�「西武西林集会所」ではありませんので、ご注意ください。場所等がわからない場合は長寿健康課へお問い合わせください。
※２�どちらの公会堂等でも敬老金を受給していただくことができます。　
※３�長寿健康課の窓口で受給される時は、９月 17 日（火）以降にお越しください。

午前 9 時
～

9 時 20 分

午前 9 時 40 分
～

10 時

午前 10 時 20 分
～

10 時 40 分

午前 11 時
～

11 時 20 分

午後 1 時 30 分
～

1 時 50 分

午後 2 時 10 分
～

2 時 30 分

午後 2 時 50 分
～

3 時 10 分

午後 3 時 30 分
～

3 時 50 分

9月10日㈫ 相島公会堂 野村公会堂 森公会堂 島田公会堂

9月11日㈬ 中島公会堂 西一口公会堂 東一口公会堂 大橋辺公民館 北川顔公会堂 藤和田公会堂 坊之池公会堂

9月12日㈭ 西林公民館 ※１ 東林公民館 ミサワ林集会所 佐古公民館 下津屋公民館 下津屋
サンハイツ集会所 新開地集会所 田井公会堂

9月13日㈮

午前 9 時
～

9 時 45 分
佐山公会堂

午前 10 時 10 分
～

10 時 40 分
市田公民館

午前 11 時
～

11 時 20 分
鈴間集会所

午後 1 時 30 分
～

2 時
久御山団地集会所

午後 2 時 25 分
～

2 時 55 分
栄 3･4 丁目集会所

午後 3 時 20 分
～

3 時 50 分
栄 1･2 丁目集会所

ザ・ぼんちの漫才も
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

　

図
書
館
で
は
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
「
昭
和
28
年
水
害
の
記
録
」
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

展
示
期
間
／
9
月
1
日
㈰
～
23
日
㈪

　
「
思
い
や
り 

み
ん
な

で
な
く
そ
う 

高
齢
者

事
故
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
9
月
1
日
か

ら
9
月
30
日
ま
で
「
高

齢
者
の
交
通
事
故
を

な
く
そ
う
府
民
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
9
月
2
日
は
「
事
故
か
ら
守
ろ

う
！ 

京
の
子
ど
も 

明
る
い
未
来
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

推
進
日
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
子
ど
も
と
高
齢
者
に
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
、正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
づ
け
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

運
転
者
に
は
、
子
ど
も
と
高
齢
者
を
思
い

や
る
運
転
意
識
の
定
着
を
図
り
、
高
齢
運

転
者
に
は
運
転
適
正
に
応
じ
た
運
転
の
心

が
け
な
ど
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
子
ど
も
と
高
齢
者
事
故

の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
都
市
整
備
課
内
）

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

〈開館時間〉
火～金曜日：
午前 9時 30分～

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分～

午後 5時

神様が殺してくれる 
　森　博嗣／著　幻冬舎　
　連続殺人の共通点は美青年リオン
の存在。学生時代ルームメイトで
あった僕は、彼に呼ばれ事件に巻き
込まれていく。

こんなわたしで、ごめんなさい 
　平　安寿子／著　実業之日本社

　学者の妻、優秀な娘の母、そして
自らも管理職の三役をこなす私。誰
もが羨む憧れの存在だったが…！？
女性の本音炸裂の短編集。

ローズの小さな図書館
　キンバリー・ウィリス・ホルト／作
　徳間書店

　ローズは家計を助けるために、年
をごまかし、図書館バスの運転手と
して働き始める。作家になる夢を秘
めたまま…。

ひとりひとりのやさしさ
　E．B．ルイス／絵　ジャクリーン・
　ウッドソン／文　ＢＬ出版
　転校生マヤに冷たい態度ばかり
とっていたクローイは、アルバート
先生の言葉に胸を打たれ、後悔する
が…。

災
害
に
備
え
る

　

い
ざ
と
い
う
時
、
自
分
や
周
り
の
人

の
命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
「
備
え
」。

今
月
は
「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
お
す
す

め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 

オ
ス
ス
メ
本

大
地
震
！
と
っ
さ
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　
　
山
谷
茉
樹
／
著

廣
済
堂
あ
か
つ
き

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
た
ら
、

車
を
運
転
し
て
い
た
ら
な
ど
、
大
地
震

発
生
時
の
状
況
に
応
じ
た
避
難
行
動
を

わ
か
り
や
す
く
掲
載
。

台
所
防
災
術

坂
本
廣
子
・
坂
本
佳
奈
／
著

農
山
漁
村
文
化
協
会

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
料

理
研
究
家
の
親
子
が
、
日
常
の
暮
ら
し

の
中
で
自
然
に
備
え
る
防
災
術
を
紹
介
。

大
震
災
・
大
災
害
に
強
い
家
づ
く
り
、
家
選
び

井
上
恵
子
／
著

朝
日
新
聞
出
版

　

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
の
家

づ
く
り
、
家
選
び
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
室

内
の
地
震
対
策
に
つ
い
て
紹
介
。

災
害
・
防
災
図
鑑 

（
児
童
書
）

　
Ｃ
ｅ
Ｍ
Ｉ
環
境
・
防
災
研
究
所
／
監
修

文
溪
堂

　

日
本
の
自
然
災
害
を
す
べ
て
取
り
上

げ
、
ど
の
よ
う
な
被
害
が
出
る
か
、
な

ぜ
起
き
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

を
写
真
や
図
版
で
解
説
。

新着図書の紹介

●
は
休
館
日
で
す

「
昭
和
28
年
水
害
の
記
録
」

パ
ネ
ル
展

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
を
な
く
そ
う
府
民
運
動

図
書
図
書

めたまま…。

9 月の図書館スケジュール
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 1 2 3 4 5
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11
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰
に
中
央
公
民
館

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
町
民
文
化
祭
を
開
き
ま

す
。
こ
の
町
民
文
化
祭
に
出
品
し
て
い
た
だ

く
皆
さ
ん
の
力
作
や
、
舞
台
出
演
、
出
店
者

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

【
出
品
の
部
】
華
道
、
陶
芸
、
絵
画
、
絵
手

紙
な
ど

【
出
演
の
部
】 

舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
吹
奏
楽
、

軽
音
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど

【
出
店
の
部
】
飲
食
物
、
手
作
り
品
な
ど

※
文
化
祭
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
、

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
都
合
上
、
出
演
日
や
出
店
日
が

ご
希
望
に
沿
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
申
込
・
問
合
せ

9
月
2
日
㈪
～

9
月
13
日
㈮
に
、

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
社
会
教
育
課
ま
た
は
中
央
公
民

館
へ
。

※
出
品
・
出
店
の
部
は
、品
名・
大
き
さ・
個
数
・

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
出

演
の
部
は
、
演
目
・
必
要
時
間
（
制
限
有
り
）・

人
数
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

町
で
は
、
平
成
26
年
1
月
13
日
㈷
に
開
く

成
人
式
を
、新
成
人
の
皆
さ
ん
で
、お
こ
な
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
成
人
式
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
／
平
成
5
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人　

内
容

／
成
人
式
第
2
部
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
（
10
月
か
ら
翌
年
1
月
ま
で
に
3
回

程
度
）、成
人
式
の
進
行
な
ど
。
申
込
・
問
合

せ
／
9
月
30
日
㈪
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
。

男
女
共
同
参
画
標
語
の
募
集

　

町
で
は
、
第
2
次

男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
の
推
進
に
あ
た
り
、

広
く
住
民
の
皆
さ
ん

に
男
女
共
同
参
画
社

会
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
目
的
に
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
賞
者
に
は
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
期
間
／
9
月
17
日
㈫
～
10
月
15
日
㈫

対
象
／
①
中
学
生
の
部　

②
一
般
の
部
（
町

内
在
住
ま
た
は
在
学
、在
勤
で
高
校
生
以
上
）

応
募
・
問
合
せ
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民

館
、
総
務
課
及
び
役
場
1
階
受
付
に
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
中

学
生
は
学
校
名
）、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
総
務
課
へ
。

〈
昨
年
度
の
最
優
秀
賞
〉

〇�

一
般
の
部　
「
そ
の
荷
物 

女ひ
とと
男ひ

と

で
分
け

あ
え
ば 

心
も
軽
く
明
日
も
笑
顔
」

〇�

中
学
生
の
部　
「
男
女
平
等 

あ
な
た
が
気

づ
け
ば 

見
方
も
変
わ
る
」

防
衛
大
学
校
な
ど
の
学
生
募
集

種
目
／
①
防
衛
大
学
校
学
生
・
推
薦　

②
防
衛
大
学
校
学
生
・
総
合
選
抜　

③
防
衛

大
学
校
学
生
・
一
般　

④
防
衛
医
科
大
学
校

医
学
科
学
生　

⑤
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学

科
学
生　

対
象
／
高
校
卒
業
（
見
込
含
）
で

21
歳
未
満
の
人　

受
付
期
間
／
①
②
9
月
5

日
㈭
～
9
月
9
日
㈪　

③
④
⑤
9
月
5
日
㈭

～
9
月
30
日
㈪　

問
合
せ
／
宇
治
地
域
事
務

所
（
宇
治
市
広
野
町
西
裏
1
0
0

−

30
コ

メ
ウ
ビ
ル
2
F
）　

☎
0
7
7
4
（
4
4
）

7
1
3
9

文
化
に
触
れ
よ
う
ツ
ア
ー

久
御
山
町
文
化
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会

で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
芸
術
に
親
し
み
、

久
御
山
町
の
文
化
活
動
が
、
よ
り
活
発
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
、「
文
化
に
触
れ
よ
う

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

日
時
／
9
月
25
日
㈬　

午
前
8
時
50
分
～

午
後
4
時
10
分　

行
程
・
見
学
場
所
／
久
御

山
町
中
央
公
民
館
前

−

ゆ
う
ホ
ー
ル

−

豊
郷

小
学
校
旧
校
舎
群（
滋
賀
県
犬
上
郡
豊
郷
町=

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内
）−

昼
食

（
か
ん
ぽ
の
宿
彦
根
）

−

彦
根
市
内
見
学（
自
由

行
動
）−

ゆ
う
ホ
ー
ル

−

久
御
山
町
中
央
公
民

館
前　

※
バ
ス
で
移
動   
対
象
／
町
内
在
住
・

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人   

定
員
／
18
人
（
定
員
を
超

え
た
と
き
は
抽
選
）   

参

加
料
／
1‚
5
0
0
円（
昼

食
代
・
保
険
代
含
む
）※
当

日
、集
め
ま
す
。お
釣
り
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。  

申
込
・
問
合
せ
／
9
月
2
日
㈪
～
13
日

㈮
に
社
会
教
育
課
へ
。（
電
話
可
）※
友
人
等

の
代
理
申
込
は
不
可

高
齢
者
世
帯
交
流
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
に
お
住

ま
い
の
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
及

び
高
齢
者
世
帯
の
人
を
対
象
に
高
齢
者
世
帯

交
流
会
を
開
き
ま
す

　

日
時
／
9
月
30
日
㈪ 

午
前
10
時
15
分
～

午
後
1
時
50
分　

場
所
／
役
場
5
階
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

内
容
／
午
前
の
部
… 

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ビ
ン
ゴ
、
玉
入
れ　

午
後
の 

部
…
会
食
、
腹
話
術　

参
加
費
／
5
0
0
円 

申
込
・
問
合
せ
／
9
月
10
日
㈫
ま
で
に
地
域

の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
社
協
へ

下
水
道
ま
つ
り

　

日
時
／
9
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後

3
時　

小
雨
開
催
（
た
だ
し
、
同
日
開
催
さ

れ
る
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
中
止
の
場
合
は
中
止

し
ま
す
。）　

場
所
／
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
内

（
八
幡
市
八
幡
焼
木
１
番
地
）　

内
容
／
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
、
微
生
物
の
観
察
・
写
真
撮
影
、

水
質
検
査
体
験
、
下
水
道
ク
イ
ズ
・
ゲ
ー
ム
、

パ
ネ
ル
展
示
、
施
設
見
学
、
そ
の
他　

問
合

せ
／
同
セ
ン
タ
ー　

☎
0
7
5
（
6
3
2) 

1
4
3
3

インフォメーション

20139 September

nformation
まちの

耳寄
り情
報局
♪

町
民
文
化
祭
の
出
品
・
出
演
・

出
店
者
を
募
集

募
集
・
催
し
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nformation

　

9
月
9
日
㈪
か
ら
15
日
㈰

ま
で
の
一
週
間
は
「
救
急
医

療
週
間
」
で
、
9
日
は
「
救

急
の
日
」
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
救
急
医
療
や

救
急
車
の
正
し
い
利
用
方
法
、
救
急
業
務
等

に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、「
救
急
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
9
月
14
日
㈯　

午
前
9
時
30
分

～
11
時
30
分　

場
所
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
久
御
山

内
容
／
救
急
啓
発
チ
ラ
シ
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
、
救
急
蘇
生
訓
練
人
形

の
展
示
、
心
肺
蘇
生
法
の
説
明
・
実
技
指
導

な
ど
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
説
明

や
相
談
も
併
せ
て
お
こ
な
い
ま
す
。
問
合
せ

／
消
防
本
部

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
、ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

日
時
／
9
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育

所　

内
容
／
園
庭
開
放　

対
象
／
町
内
在
住

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち
物
／
着
替

え
・
水
筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所
へ

あ
そ
び
の
広
場

　

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
の
子
育

て
を
応
援
す
る
「
あ

そ
び
の
広
場
」
を
開

き
ま
す
。
お
月
見
を

し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。
申
込

不
要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
10
月
１
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル　

対
象
／

町
内
在
住
で
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
お
月
見
遊
び
と
ゲ
ー
ム　

問
合
せ
／

住
民
福
祉
課

  

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病

院
」に
よ
る
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
9
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
～
正

午
（
修
理
の
受
付
は
11
時
頃
迄
）
場
所
／
ゆ

う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
（
部
品
交
換
が

必
要
な
場
合
は
実
費
）　

申
込
／
予
約
不
要
。

当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

そ
の

他
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
修
理
し
ま

す
が
、
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
再
利

用
し
ま
す
の
で
、
寄
附
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
問
合
せ
／
同
協
議
会
へ

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

講
座
案
内
（
９
月
受
付
分
）

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」

9
月
14
日
に
救
急
フ
ェ
ア

上
、
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
（
電

話
・
F
A
X
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
城

南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢

田
町
新
中
ノ
荒
21

−

8
）　 

☎
0
7
7
4

（
4
6
）
0
6
8
8
、
0
7
8
0

　

 http://w
w

w
.jyonan.ac.jp/

城
南
勤
労
者 

福
祉
会
館
の
教
室

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の

上
、府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
へ
（
電
話
・

F
A
X
・
郵
送
で
の
申
込
不
可
）
問
合
せ
／

府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
（
宇
治
市
伊
勢

田
町
新
中
ノ
荒
21

−

8
）
　

☎
0
7
7
4

（
4
6
）
0
6
8
8
、
0
7
8
0

　

 http://w
w

w
.jyonan.ac.jp/

HPHP

城南地域職業訓練センターの講座
パソコン講座（一般コース )

講 座 名 受付日 期　　間 曜 日 開講時間 回数 募集定員 受講料等（円)
資格取得演習講
座：エクセル中級 9/5 ㈭～ 10/5 ～ 11/16 土 9:30 ～ 12:00 7 20 17,500

資格取得演習講
座：ワード中級 9/5 ㈭～ 10/5 ～ 11/16 土 13:00 ～ 15:30 7 20 17,500

ホームページ作
成入門 9/7 ㈯～ 10/7 ～ 10/28 月・木 18:30 ～ 21:00 6 20 15,000

資格取得演習講
座：ワード中級 9/13 ㈮～ 10/13 ～ 11/24 日 9:30 ～ 12:00 7 20 17,500

資格取得演習講
座：エクセル初級 9/20 ㈮～ 10/20 ～ 11/24 日 13:00 ～ 15:30 6 20 15,000

パソコン講座（初心者コース )
講 座 名 受付日 期　　間 曜 日 開講時間 回数 募集定員 受講料等（円)

はじめてのワー
ド（活用 ) 9/9 ㈪～ 10/9 ～ 10/25 月・水・金 ① 9:30 ～ 12:00

② 13:00 ～ 15:30 12 20 15,000

ワード応用（デジ
カメ編 ) 9/28 ㈯～ 10/28 ～ 11/1 月・水・金 ① 9:30 ～ 12:00

② 13:00 ～ 15:30 6 16 7,500
別途教材費要

一般事務
講 座 名 受付日 期　　間 曜 日 開講時間 回数 募集定員 受講料等（円)

ビジネス英会話
（後期 ) 9/5 ㈭～ 10/5 ～

Ｈ 26/3/22 土 9:30 ～ 12:00 22 25 27,000
別途教材費要

調剤薬局事務講
座（日曜コース ) 9/13 ㈮～ 10/13 ～ 12/8 日 10:00 ～ 12:30 8 25 15,000

別途教材費要

城南勤労者福祉会館の教室
講 座 名 受付開始日 期　　間 曜 日 開講時間 回数 募集定員 受講料等（円）

ハングル入門
教室 9/8 ㈰～ 10/8 ～

H26/2/25
毎週

火曜日 15:00 ～ 16:30 20 20 人 12,000
別途教材費要

ハングル初級
教室 9/8 ㈰～ 10/8 ～

H26/2/25
毎週

火曜日 13:00 ～ 14:30 20 20 人 12,000 別
途教材費要

楽しい絵画教室 9/9 ㈪～ 10/9 ～
H26/3/26

第２・第４
水曜日 13:00 ～ 16:00 12 15 人 12,000 別

途教材費要

書道教室 9/10 ㈫～ 10/10 ～
H26/3/27

第２・第４
木曜日 13:00 ～ 16:00 12 20 人 12,000

教材費 1,200
ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ
教室 9/10 ㈫～ 10/10 ～

H26/3/13
第２

木曜日 10:00 ～ 12:00 6 20 人 3,000
教材費 1 回 3,000

健康ストレッチ
教室 9/11 ㈬～ 10/11 ～ 11/8 毎週

金曜日 10:00 ～ 12:00 5 30 人 2,500

陶芸教室 9/12 ㈭～ 10/12 ～ 11/16 毎週
土曜日 10:00 ～ 12:00 6 24 人 3,000

教材費 2,000

演歌歌唱教室 9/12 ㈭～ 10/12 ～
H26/3/22

第２・第４
土曜日 19:00 ～ 21:00 12 25 人 6,000

中国語入門教室 9/12 ㈭～ 10/12 ～
H26/3/15

毎週
土曜日 17:00 ～ 18:30 20 15 人 12,000

別途教材費要

中国語初級教室 9/12 ㈭～ 10/12 ～
H26/3/15

毎週
土曜日 19:00 ～ 21:00 20 15 人 16,000

別途教材費要

ちぎり絵教室 9/17 ㈫～ 10/17 ～
H26/3/20

第３
木曜日 10:00 ～ 12:00 6 25 人 3,600

教材費 7,500
生け花を楽し
む教室 9/19 ㈭～ 10/19 ～

H26/3/15
第３

土曜日 10:00 ～ 12:00 6 20 人 3,000
教材費 1 回 1,000

海外旅行のための
英会話教室 9/19 ㈭～ 10/18 ～

H26/3/14
毎週

金曜日 10:00 ～ 12:00 20 30 人 16,000
別途教材費要

創業31年　まごころこめてお手伝い

京都ペット
葬儀社 年中無休

お迎え・個別火葬・納骨供養
日本ペットランド

075‒601‒0009
京都府京都市伏見区向島庚申町42
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親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

久
御
山
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
子
育
て
中
の
親

子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ

ン
を
お
こ
な
い
ま
す
。
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
9
月
9
日
㈪　

午
前
10
時
～
正

午　

内
容
／
絵
の
具
遊
び
・
か
き
氷　

場

所
／
中
央
公
民
館　

対
象
／
就
園
前
の
子

ど
も
と
保
護
者　

持
ち
物
／
汚
れ
て
も
い

い
服
、
タ
オ
ル
、
お
茶
等　

定
員
／
15
組 

申
込
・
問
合
せ
／
9
月
2
日
㈪
～
6
日
㈮

に
同
協
議
会
へ
。

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
こ
こ 

ろ
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
人
を
対
象
に
、 

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し 

て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
9
月
6
日
㈮･

20
日
㈮　

午
前
11

時
～
午
後
2
時　

場
所
／
中
央
公
民
館　

内

容
／
料
理
作
り　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

「
き
こ
え
」
に
悩
ん
で
い
る

青
年
・
壮
年
の
つ
ど
い

　
「
き
こ
え
」
に
悩
ん
で
い
る
人
を
対
象
と

し
た
学
習
・
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
18
歳
か

ら
50
歳
ま
で
の
人
で
、
障
害
者
手
帳
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。
ご
本
人
、
ご
家
族
、「
き

こ
え
」
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

日
程
／
9
月
8
日
㈰　

午
後
1
時
～
4
時

場
所
／
宇
治
市
総
合
福
祉
会
館　

内
容
／
①

体
験
発
表
②
グ
ル
ー
プ
別
意
見
交
換　

費
用 

／
無
料　

申
込
・
問
合
せ
／
事
前
に
電
話
、

F
A
X
、
は
が
き
等
で
氏
名
、
住
所
、
連
絡

先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
当
日
参
加
可
）。

山
城
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
こ
え
に 

悩
ん
で
い
る
青
年
・
壮
年
の
つ
ど
い
事
務
局
」 

〒
6
1
0

−

0
3
3
2 
京
田
辺
市
興
戸
小
モ
詰

18
番
☎
0
7
7
4（
3
9
）7
1
1
3
・
F
A
X 

0
7
7
4（
6
5
）4
1
0
2　

主
催
／
京
都

府（
福
）京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の

研
修
と
交
流
会

東
映
太
秦
映
画
村
へ
の
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
／
10
月
５
日
㈯　

場
所
／
東
映
太
秦

映
画
村　

費
用
／
2,
5
0
0
円　

対
象
／

京
都
府
南
部
地
域
在
住
の
人
で
、
き
こ
え
に

不
自
由
を
感
じ
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
。
聴

覚
障
害
者
に
関
わ
る
人
、
関
心
の
あ
る
人

定
員
／
50
人(
先
着
順)　

申
込
・
問
合
せ

／
９
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
、
F
A
X
、
は

が
き
で
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
乗
車
場

所
（
JR
木
津
駅
、
近
鉄
新
田
辺
駅
、
城
陽

市
役
所
前
、
JR
宇
治
駅
、
久
御
山
町
役
場

前
、
八
幡
市
役
所
前)

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
山
城
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
荻
野
） 

〒
6
1
0

−

0
3
3
2　

京
田
辺
市
興
戸
小
モ
詰

18
番

☎
0
7
7
4
（
3
9
）
7
1
1
3

・

F
A
X　

0
7
7
4
（
6
5
）
4
1
0
2

点
訳
入
門
講
座

　

町
と
城
陽
市
で
は
共
同
で
、
目
の
不
自
由

な
人
へ
の
情
報
提
供
の
手
段
と
し
て
、
文
字

や
文
章
を
点
字
に
翻
訳
す
る
「
点
訳
」
の
入
門

講
座
を
開
き
ま
す
。

　

日
時
／
10
月
１
日 

㈫
か
ら
26
年
3
月

４
日
㈫
の
毎
月
第

1･

3
火
曜
日
（
10
月
の
み
第
5
火
曜
日
開

催
）
全
12
回　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分 

場
所
／
城
陽
市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
１
会
議

室　

対
象
／
初
め
て
点
字
を
学
ぶ
人
（
高
校

生
以
上
）　

費
用
／
無
料　

定
員
／
20
人（
先

着
順
）　

申
込
・
問
合
せ
／
9
月
24
日
㈫
ま

で
に
住
民
福
祉
課
へ
。
電
話
、
F
A
X
可
。

休
日
議
会
を
開
催
し
ま
す
！

  

一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

町
議
会
で
は
、
多
く
の

住
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
の

傍
聴
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
9
月
定
例
会
の
一

般
質
問
を
休
日
に
開
き
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
9
月
22
日
㈰　

午
前
10
時
～　

場
所

／
議
会
棟
４
階
議
場　

傍
聴
に
際
し
て
／
①

議
場
の
傍
聴
席
へ
の
入
場
は
、
傍
聴
許
可
書

が
必
要
で
す
。
当
日
、
3
階
の
議
会
事
務
局

で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
受
付
簿
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
な
お
、

小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
入
場
は
、
お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
②
議
場
で
は
、
写
真

撮
影
や
録
音
は
で
き
ま
せ
ん
。
③
議
場
の
傍

聴
席
は
35
席
と
車
い
す
用
２
席
で
す
。
入
場

は
先
着
順
で
、
満
席
の
場
合
は
ロ
ビ
ー
で
モ

ニ
タ
ー
画
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
／

議
会
事
務
局

議
会
日
程

　

９
月
定
例
会
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

9
月
4
日
㈬
…
開
会　

9
月
22
日
㈰
…
一
般

質
問　

9
月
26
日
㈭
…
閉
会

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
で
す
。日
程
は
、

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
問
合
せ
／
議

会
事
務
局

お
し
ら
せ
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nformation

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

　

上
下
水
道
課
で
は
、
10

月
１
日
㈫
か
ら
10
月
31
日

㈭
ま
で
の
期
間
で
、
検
定

期
間
満
了
を
迎
え
る
水
道

メ
ー
タ
ー
を
無
料
で
交
換
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
や
事
業
所
に

「
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
に
つ
い
て
」
と
い
う

ハ
ガ
キ
を
、
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
は
、
腕
章
を
し
た

町
委
託
業
者
が
お
こ
な
い
、
ご
不
在
の
場
合

で
も
交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
後
は
、
必
ず
水
道
メ

ー
タ
ー
近
く
の
散
水
栓
や
単
水
栓
か
、
ハ
ン

ド
ル
水
栓
の
蛇
口
か
ら
、
し
ば
ら
く
水
を
流

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
交
換
作
業
中
は
水
道
が
使
え
ま
せ

ん
の
で
、
都
合
の
悪
い
日
が
あ
る
と
き
は
、

事
前
に
上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
宅
耐
震
改
修
の

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

住
宅
で
、
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
建

築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準
に
適

合
す
る
よ
う
改
修
工
事
（
１
戸
あ
た
り
工
事

費
50
万
円
を
超
え
る
も
の
に
限
る
）
を
さ
れ

た
と
き
は
、
改
修
住
宅
の
固
定
資
産
税
の
う

ち
1
2
0
平
方
㍍
ま
で
の
税
額
が
、2
分
の

1
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

減
額
期
間
／
改
修

工
事
が
完
了
し
た
年
の

翌
年
度
分
で
す
。

　

適
用
範
囲
／
減
額

の
適
用
と
な
る
対
象

床
面
積
は
、
１
戸
あ

た
り
1
2
0
㎡
ま
で

で
す
。 

申
請
方
法
／

減
額
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
、
耐
震
改

修
後
3
か
月
以
内
に

現
行
の
耐
震
基
準

に
適
合
し
た
工
事
で

あ
る
こ
と
の
証
明

書(

建
築
士
等
が
発

行
）
お
よ
び
耐
震
改

修
に
要
し
た
費
用
を

証
す
る
書
類
を
添
え

て
、
税
務
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
省
エ
ネ
改
修
工
事
等

に
よ
る
減
額
と
同
時
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。

︿
固
定
資
産
税
の
減
額
例
﹀

（
例
1
）
昭
和
47
年
建
築
の
木
造
2
階
建
て

延
べ
床
面
積
１
１
５
㎡
の
住
宅
で
、
平
成
25

年
度
の
課
税
標
準
額
が
2
0
0
万
円
の
場
合

算
出
方
法  
２
，０
０
０
，０
０
０
円
×
1.4
％

（
固
定
資
産
税
率
）×
1⊘₂
＝
1
4,
0
0
0
円

※
固
定
資
産
税
の
年
額
が
1
4,
0
0
0
円

減
額
さ
れ
ま
す
。

（
例
2
）
昭
和
55
年
建
築
の
鉄
骨
造
２
階
建

て
延
べ
床
面
積
２
０
０
㎡
の
住
宅
で
、平
成
25

年
度
の
課
税
標
準
額
が
4
0
0
万
円
の
場
合

算
出
方
法  

₄
，０
０
０
，０
０
０
円
×
1.4
％

（
固
定
資
産
税
率
）×
１
２
０
／
２
０
０
×

1⊘₂
＝
１
６
，８
０
０
円　

※
固
定
資
産
税
の

年
額
が
１
６
，８
０
０
円
減
額
さ
れ
ま
す
。

 

■
問
合
せ
／
税
務
課

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
の
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

9
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

役
場
１
階
相
談
室
１

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

　

町
在
住
ま
た
は
勤
務
の
人
の
た
め
の
弁
護

士
無
料
相
談
。

　

9
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時
30
分　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
6
人（
要
予
約
）

【
消
費
生
活
相
談
】

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
・
助
言
。

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

役
場
2
階
会
議
室
22

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
子
育
て
に
つ
い

て
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
。

　

9
月
19
日
㈭　

午
後
1
時

～
4
時　

佐
山
・
御
牧
・
宮

ノ
後
保
育
所　

※
電
話
で
の

ご
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午

前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、
仕
事
、

対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

9
月
10
日
㈫
、
24
日
㈫
い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時　

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も

に
前
日
ま
で
に
総
務
課
に
申
込
を
。
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

9
月
12
日
㈭
・
26
日
㈭　

午
後
１
時
～
４

時
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
相
談
。

相
談
専
用
電
話
：
０
₇
５
（
６
３
１
）

３
₄
２
１　

相
談
時
間
は
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

　

9
月
12
日
㈭　

午
後
1
時
～
4
時　

地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
※
電
話
相
談
も
あ
り
ま
す
。

  

警
察
相
談
の
日

   

₉
月
11
日

　

9
月
11
日
は
、

「
警
察
相
談
の
日
」

で
す
。
宇
治
警
察

署
で
は
、
各
種
の
事
件
・
事
故
か
ら
皆
さ
ん

を
守
る
た
め
、
悪
質
な
迷
惑
行
為
や
家
庭
内

で
の
暴
力
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
未
然

に
被
害
を
防
止
す
る
た
め
防
犯
指
導
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
警
察
相
談
日
に
合
わ
せ
て

出
張
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
9
月
11
日
㈬　

午
前
11
時
～
午
後

3
時　

場
所
／
JR
宇
治
駅
前
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
「
ゆ
め
り
あ
う
じ
」　

問
合
せ
／
宇
治
警

察
署
☎
０
₇
₇
₄(

２
１)

０
１
１
０

　

※
京
都
府
警
察
本
部
で
は
、
電
話
相
談
も

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
電
話
相
談
は
☎
♯

（
シ
ャ
ー
プ
）
₉
１
１
０
も
し
く
は
０
₇
５

(

₄
１
₄)

０
１
１
０
へ
。

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。
※バーコード印字がない納付書は使用できません。

相
談

床 面 積 減 額 率

１戸あたりの床面積が
120㎡以下のもの

固定資産税額の
２分の１

１戸あたりの床面積が
120㎡を超えるもの

120㎡分の固定資産税
額の２分の１
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【
申
込
と
費
用
】
各
教
室
の
参
加
申
込
は
、

来
館
ま
た
は
電
話
で
参
加
者
本
人
か
、
そ
の

保
護
者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
定

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
9
月
8
日
㈰
ま
で
に
、
ゆ
う
ホ
ー

ル
窓
口
（
午
前
9
時
～
午
後
9
時
）
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室

は
無
料
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

▼�

こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル

編
Ⅱ
）

　

日
時
／
9
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日

㈯
・
29
日
㈰
の
4
回
コ
ー
ス　

午
前
9
時
30

分
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
エ
ク
セ
ル

に
よ
る
表
や
グ
ラ
フ
・
計
算
等
の
応
用
機
能

を
学
習
し
ま
す
。定
員
／
16
人　

費
用
／
３，

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要
）

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
9
月
11
日
㈬
・

25
日
㈬　

午
前
10
時
～
11

時
30
分　

対
象
／
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
で
概
ね
50

歳
以
上
の
人　

内
容
／
先

生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を
楽

し
く
歌
い
ま
す
。
定
員
／
60
人（
申
込
不
要
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。）
費
用
／

資
料
代
の
み
必
要
で
す

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
9
月
18
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
～

3
時
10
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
鑑
賞　

定

員
／
25
人
（
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。）

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
9
月
13
日
㈮
・
27
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
小
学
校
で
習
う
漢
字

か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す
。　

定
員
／

30
人
（
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。）　

費
用
／
１
０
０
円

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
9
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
概
ね
50
歳
以
上

の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

脳
の
若
返
り
を
図
り
ま
す
。　

定
員
／
30
人

（
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。）週

末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
9
月
14
日
㈯　

午
後
6
時
30
分
～

7
時
30
分　

月
と
金
星
・
土
星
を
観
察　

28

日
㈯　

午
後
7
時
～
8
時　

夏
か
ら
秋
の
星

座
を
観
察(

受
付
は
当
日
の
終
了
時
間
の
30

分
前
ま
で
）　

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る

人
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。　

※
た
だ
し
、
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

漢
字
の
達
人
教
室

　

日
時
／
9
月
7
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
～

6
年
生　

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文

字
を
丁
寧
に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
定
員

／
20
人

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
9
月
15
日
㈰　

①
午
前
９
時
～
正

午　

②
午
後
2
時
～
5
時　

16
日
㈷  

③
午

前
9
時
～
正
午　

④
午
後
2
時
～
5
時

※
①
～
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生　

内
容
／

割
り
箸
で
作
る
「
さ
お
ば
か
り
」
と
郵
便
物

ス
ケ
ー
ル
作
り　

定
員
／
各
8
人　

費
用
／

1
０
０
円　
　
　

小
学
生(

親
子)

科
学
教
室

　

日
時
／
9
月
23
日
㈷　

午
前
10
時
～
正
午 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。 

た
だ
し
1
～
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。
内
容
／
氷
の
不
思
議
を
探
り
ま
す 

定
員
／
10
組

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
9
月
29
日
㈰　

 

午
前
9
時
30
分

～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中

学
生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら

楽
し
く
学
び
ま
す
。　

定
員
／
20
人

さ
ば
寿
司
教
室

　

日
時
／
9
月
17
日
㈫　

午
後
2
時
～
4
時　

対
象

／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
ロ
か
ら
鯖
寿

司
作
り
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。
講
師
／
神か
み
や谷 

昇し
ょ
う
じ次
さ
ん　

定
員
／
20
人(

先
着
順
）　

費

用
／
２，
１
０
０
円　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
・
持
ち
帰
り
用
の
袋

着
物
リ
メ
イ
ク
教
室

　

日
時
／
9
月
20
日
㈮
・
27
日
㈮
の
2
回

コ
ー
ス　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分　

対

象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

人　

内
容
／
不
用
に
な
っ
た
浴
衣
や
着
物

で
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
講
師
／
田た
ぐ
ち口 

か
す
み
さ
ん　

定
員
／
10
人(

先
着
順
）　

費
用
／
１
０
０
円　

持
ち
物
／
不
用
な
浴

衣
・
着
物
・
生
地
、
裁
縫
道
具

電
蓄
で
S
P
盤
を
聴
こ
う

　

日
時
／
9
月
24
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
～

4
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
昔
懐
か
し
い
蓄
音
機

や
電
蓄
で
SP
盤
を
聴
き
な
が
ら
歌
い
ま
し
ょ

う
。
講
師
／
松ま

つ
む
ら村

光み
つ
あ
き朗

さ
ん　

定
員
／
30
人 

費
用
／
１
０
０
円

中
央
公
民
館

申
込
は
9
月
2
日
㈪ 

午
前
9
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

※
申
込
の
少
な
い
場
合
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
の
施
設

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
込
は
9
月
3
日
㈫ 

午
前
9
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日 

16
日
㈪
、

23
日
㈪
は
開
館
、
17
日
㈫
、
24
日
㈫

は
休
館
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nformation

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用

講
習
会
＆
相
談
日

　

日
時
／
9
月
8
日

㈰
・
15
日
㈰
・
29
日
㈰

=

午
前
10
時
～
10
時
40

分　

9
月
6
日
㈮
・
17

日
㈫
・
26
日
㈭=

午
後
7
時
～
7
時
40
分

※
い
ず
れ
か
の
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人(

小
学
生
を
除
く)

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る

た
め
に
必
要
な
講
習
会
。
ま
た
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。
定
員
／
各
先
着
15
人　

費
用
／

５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け

の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

の
み
必
要
。

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
①
9
月
14
日
㈯　

②
28
日
㈯　

午

前
９
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
・
在
学
の
人　

種
目
／
①
小
学
生
用
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で

開
放
し
ま
す
。
申
込
は
不
要
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

初
級
テ
ニ
ス
教
室
（
後
期
）

　

日
時
／
9
月
17
日
か
ら
11
月
5
日
ま
で
の

毎
週
火
曜
日(

8
回
コ
ー
ス)　

午
前
10
時
～

11
時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人(

中
学

生
を
除
く)　

講
師
／
京
都
府
テ
ニ
ス
協
会　

定
員
／
先
着
15
人　

費
用
／
２，
８
０
０
円

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

日
時
／
9
月
21
日
か
ら
11
月
9
日
ま
で
の

毎
週
土
曜
日(

6
回
コ
ー
ス)　

※
9
月
28

日
、
10
月
26
日
を
除
く　

午
後
3
時
～
4
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
～
6
年

生　

講
師
／
久
御
山
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会 

定
員
／
先
着
30
人　

費
用
／
６
０
０
円

小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

日
時
／
10
月
5
日
か
ら
11
月
9
日
ま
で
の

毎
週
土
曜
日(
5
回
コ
ー
ス)　

※
10
月
26

日
を
除
く　

午
後
1
時
～
2
時
30
分　

対
象

／
町
内
在
住
の
小
学
4
～
6
年
生　

講
師
／

吉き
っ
か
わ
ゆ
き
た
か

川
幸
孝
さ
ん　

定
員
／
先
着
30
人　

費
用

／
５
０
０
円

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
（
夜
間
の
部
）

　

日
時
／
9
月
30
日
か
ら
12
月
2
日
ま
で
の

毎
週
月
曜
日(

8
回
コ
ー
ス)　

午
後
7
時

30
時
～
8
時
45
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人

(

中
学
生
を
除
く)　

講
師
／
高た
か
は
し
き
ょ
う
こ

橋
恭
子
さ
ん

定
員
／
先
着
40
人　

費

用
／
２，
８
０
０
円

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

　

日
時
／
10
月
1
日
か
ら
10
月
29
日
ま
で
の

毎
週
火
曜
日
（
4
回
コ
ー
ス
）　

※
10
月
15

日
を
除
く　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分　

対
象
／
50
歳
以
上
の
人　

講
師
／
久
御
山
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
連
盟　

定
員
／
先
着

40
人　

費
用
／
1
回
１
０
０
円

秋
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

日
時
／
10
月
11
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の

毎
週
金
曜
日
（
10
回
コ
ー
ス
）
※
11
月
29
日

を
除
く　

1
部
＝
午
前
10
時
～
11
時　

2
部

＝
午
前
11
時
15
分
～
12
時
15
分　

対
象
／
15

歳
以
上
の
人(

中
学
生
を
除
く)　

講
師
／

木き

場ば

敦あ
つ
こ子

さ
ん　

定
員
／
各
先
着
35
人　

費

用
／
各
３，
５
０
０
円

秋
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　

日
時
／
10
月
15
日
か
ら
12
月
3
日
ま
で
の

毎
週
火
曜
日(

8
回
コ
ー
ス)　

午
前
10
時

～
11
時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中

学
生
を
除
く
）　

講
師
／
黒く
ろ
か
わ川
ま
さ
み
さ
ん 

定
員
／
先
着
30
人　

費
用
／
２，
８
０
０
円

月
の
日
曜
開
館
は
8
日
で
す
。
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
。
プ
レ
イ

ル
ー
ム
利
用
は
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
。

地
域
で
あ
そ
ぼ
う
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

日
時
／
9
月
6
日
㈮
・
20
日
㈮  

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分  

場
所
／
大
橋
辺
公
民
館

お
月
見
だ
ん
ご
作
り

　

中
秋
の
名
月(

９
月
19

日
）
に
ち
な
ん
で
、
久
味

の
会
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
お
月
見
だ
ん
ご
を
作
り

ま
す
。

　

日
時
／
９
月
17
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

費
用
／
１
家
族
３
０
０
円　

申
込

／
９
月
10
日
㈫
ま
で

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

　

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
、
親
子
で
無
理

な
く
楽
し
め
ま
す
。

　

日
時
／
９
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
首
が
座
っ
て
か
ら
、
よ

ち
よ
ち
歩
き
の
頃
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん　

費
用

／
１
家
族
３
０
０
円　

申
込
／
９
月
12
日

㈭
ま
で

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
９
月
13
日
㈮
・
27
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室　

９
月
の
誕
生
会

　

毎
月
、
そ
の
月
に
生
ま
れ

た
お
友
だ
ち
の
誕
生
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
お

祝
い
し
ま
し
ょ
う
。
写
真
入

り
の
誕
生
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

日
時
／
９
月
28
日
㈯　

午

前
11
時
20
分
～　

申
込
／
９
月
26
日
㈭
ま
で

総
合
体
育
館

申
込
は
9
月
2
日
㈪ 

午
前
9
時
か
ら

【
休
館
日
】　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル

【
休
館
日
】毎
週
日
曜
日
・
月
曜
日（
第
2
　

　
　
　    

日
曜
日
を
除
く
）・
祝
日

9



平成 25年 9月1日くみやままちの総合情報誌  広報 20

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
「
く
み
や
ま
い
き

い
き
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
ス
ト

レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
教
室
か
ら
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
全
13

種
類
の
教
室
が
あ
り
ま
す
。
目
的
に
合
わ
せ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
か
ら
選
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
、
体
力
づ
く
り
や
健

康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
10
月
1
日
㈫
～
12
月
22
日
㈰　

午
前
10
時
15
分
〜　

※
毎
日
3
〜
4
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
対
象
／
町
内
在
住
の

40
歳
以
上
で
継

続
し
て
参
加
で

き
る
人　

定
員

／
各
10
人
（
定

員
を
超
え
る
教

室
は
抽
選
を
し
ま
す
）　

費
用
／
60
歳
以
上

…
1
回
1
0
0
円　

60
歳
未
満
…
1
回

2
0
0
円　

申
込
・
問
合
せ
／
9
月
3

日
（
火
）
か
ら
、
同
ホ
ー
ル
へ

教
室
紹
介

◆
簡
単
マ
ッ
ト
体
操

　

腰
痛
や
ひ
ざ
痛
改
善
を
目
的
と
し
た
体
操

や
、
気
に
な
る
ポ
ッ
コ
リ
お
な
か
を
へ
こ
ま

せ
る
無
理
の
な
い
腹
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
、
様
々
な
マ
ッ
ト
体
操
を
お
こ
な
い
ま

す
。
誰
で
も
安
心
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

◆
肩
コ
リ
ら
く
ら
く
体
操

　

肩
こ
り
に
は
様
々
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。

姿
勢
改
善
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
軽
い

ダ
ン
ベ
ル
な
ど
様
々
な
器
具
を
使
い
無
理
の

な
い
体
操
で
、
肩
こ
り
を
予
防
・
改
善
し
ま

す
。

　
「
い
き
い
き
特
別
講
座
」
と
し
て
、
ス
タ

ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
毎

週
平
日
の
夜
間
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

日
時
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
／

9
月
3
日
㈫
～
10
月
24

日
㈭　

①
カ
ロ
リ
ー
バ
ー

ナ
ー
…
火
曜
日　

②
は
じ
め
て
ヨ
ガ
…
水
曜

日　

③
マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス
…
木
曜
日　

い

ず
れ
も
午
後
7
時
～
7
時
45
分　

全
８
回

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人　

費
用

／
①
・
③
全
８
回
3,
0
0
0
円（
1
回
参
加

5
0
0
円
）　

②
全
8
回
4,
8
0
0
円（
1

回
参
加
8
0
0
円
） 

申
込
・
問
合
せ
／
同

ホ
ー
ル
へ
。
電
話
不
可　

※
当
日
参
加
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。　

※
い
き
い
き
ホ
ー
ル

の
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
で
す
。

　

心
臓
病
、
脳
卒
中
の
発
症
に
つ
な
が
る
生

活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
し
、
悪

化
し
て
初
め
て
症
状
が
現
れ
ま
す
。「
特
定

健
診
・
健
康
診
査
」
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の

早
期
発
見
だ
け
で
な
く
、
早
い
段
階
で
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
そ
の
危
険
因
子

を
見
つ
け
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
「
特
定
健
診
・
健
康
診
査
」
は
、
町
内
（
下

表
）
ま
た
は
宇
治
市
・
城
陽
市
の
「
協
力
医

療
機
関
」
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
／
特
定
健
診
：
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
～
74
歳
ま
で
の
人
、
健
康
診

査
／
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人　

費
用
／
1,
0
0
0
円　

た
だ
し
、

平
成
26
年
３
月
の
年
齢
が
70
歳
以
上
の
人
は

無
料
で
す
。　

　

ま
た
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、

　
く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室

　●
ス
ト
レ
ッ
チ
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
13
種
類
の
教
室

参
加
者
募
集

い
き
い
き
特
別
講
座

ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム

国保・後期高齢者医療加入の皆さんへ

あなたの健康を守るため、

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。　

実
施
期
限
／
10

月
31
日
㈭
ま
で

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

※大橋辺地域の人は淀地区の協力医療機関、北川顏・
　藤和田地域の人は八幡市の「となみクリニック」
　でも受診できます。

●町内の協力医療機関

医療機関名 住　　所 電話番号

久御山南病院 坊之池坊村中 28 075(631)2261

おおむら医院 佐古内屋敷 45-2 0774(46)3160

勘田内科医院 林宮ノ後 36-8 0774(45)1280

くわはら内科 北川顔村西 6-2 075(874)6222

田村医院 佐山双置 87 0774(41)6730

辻医院 栄 4丁目 1-15 0774(43)3050

特定健診・健康診査
を受けましょう！

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の
会
」

で
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
を

開
き
ま
す
。
楽
し
く
料
理
を
し
て
、
自
分
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
9
月
25
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後

１
時
30
分
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
～
）
場

所
／
久
御
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

対
象
／
町

内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人　

献
立
／
変
わ
り

い
な
り
２
種
、
鶏
肉
の
酒
蒸
し
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
ネ
ギ
の
と
ろ
と
ろ
ス
ー
プ
（
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　

参
加
費
／
3
0
0

円
（
食
材
料
費
）　

定
員
／
20
名
（
先
着
）　

申
込
・
問
合
せ
／
9
月
２
日
㈪
か
ら
９
月
18

日
㈬
ま
で
に
長
寿
健
康
課
へ
（
電
話
可
）。

す
こ
や
か
長
寿
食

教
室

9
月
25
日
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乳
幼
児
期

　

乳
幼
児
期
は
、
心
身
や
歯
・
口
の
発

育
に
よ
り
、
食
べ
る
機
能
の
発
達
が
著

し
く
、
ま
た
、
歯
の
生
え
方
な
ど
に
よ

り
、
個
人
差
も
大
き
い
時
期
で
す
。
一

人
ひ
と
り
の
お
子
さ
ん
の
発
達
状
況
に

応
じ
て
、
離
乳
食
や
幼
児
食
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
。

　
● 

授
乳
の
と
き
に
は
、
で
き
る
だ
け

静
か
な
環
境
で
、
し
っ
か
り
抱
い
て
、

優
し
く
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
哺
乳
瓶
の
場
合
も
で
き
る
だ
け
、

母
乳
に
近
い
姿
勢
で
授
乳
し
ま
し
ょ
う
。

　
● 

食
べ
る
こ
と
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
、

楽
し
い
食
事
の
雰
囲
気
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
み
ん
な
が
楽
し
く
食
べ
る
姿
を
見
せ

る
こ
と
で
、食
べ
方
の
お
手
本
に
な
り
ま
す
。

　
● 

色
々
な
食
べ
物
を
見
て
、
触
っ
て
、
味

わ
っ
て
み
る
経
験
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
● 

「
お
な
か
が
す
い
た
」
感
覚
を
も
て
る

よ
う
に
十
分
に
遊
び
、
ま
た
、
食
事
を
規
則

的
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
・
生
活

リ
ズ
ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

学
童
期

　
● 

空
腹
感
や
食
欲
を
感
じ
、
そ
れ
を

適
切
に
満
た
す
心
地
よ
さ
を
経
験
で
き

る
よ
う
、
1
日
３
回
の
食
事
や
間
食
の

リ
ズ
ム
を
維
持
し
、
睡
眠
や
運
動
な
ど

の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　
● 

家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
、
食
事
づ

く
り
や
準
備
に
関
わ
る
経
験
を
す
る
な

ど
、
魅
力
的
な
活
動
を
増
や
し
、
食
事

づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　
● 

家
族
で
食
卓
を
囲
む
時
間
を
大
切

に
し
、
会
話
を
楽
し
め
る
よ
う
に
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。

　
● 

食
べ
物
や
身
体
の
こ
と
を
話
題
に
し
、

自
分
の
食
生
活
や
健
康
面
に
主
体
的
に
関
わ

れ
る
よ
う
に
、
食
事
や
間
食
の
量
や
食
べ
る

時
間
、
種
類
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

健康くみやま21健康くみやま21
シリーズ

保健予防のコーナー

母　子　保　健
健診名など 日（曜） 受付時間 対象 内容

パパ＆ママ教室
（第 2 回） 10 日（火） 午前11時　

～11時15分 妊婦と夫 調理実習（妊娠中の栄養）、
交流会

3 〜 4か月児健診 17日（火） 午後1時20分
～2時 平成25年5月生まれ

医師による健康診査、離乳・
保育・栄養などの指導、ブッ
クスタート

パパ＆ママ教室
（第 3 回） 18日（水） 午後1時　

～1時15分 妊婦と夫 歯科健診、赤ちゃんの歯の
話、交流会

2 歳 6 か月児
歯科健診 18日（水）

午後1時　　
～1時20分
午後1時30分～
1時50分

平成23年1･2月生まれ
歯科医師による健康診査、
予防指導、身体的・精神的
な発達指導

1歳 8 か月児健診 20日（金） 午後1時20分
～1時40分 平成23年12月生まれ 医師、歯科医師による健康診査、

身体的・精神的な発達指導

10 か月児健診 24日（火） 午後1時20分
～1時50分 平成 24 年 10 月生まれ 医師による健康診査

離乳・保育・栄養などの指導

乳幼児相談 ※ 26日（木） 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

3 歳児健診 27日（金） 午後1時20分
　～2時　 平成22年2月生まれ 医師、歯科医師による健康診査、

身体的・精神的な発達指導

健　診・相　談

成人歯科健診 18日（水） 午後1時　
～1時30分 40歳以上の人・妊婦 歯科医師による健康診査、

歯科衛生士による歯磨き指導

会場は、保健センターです（※はあいあいホールです）。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。�
問合せ／長寿健康課

NO.87

1歳8か月児健診（8月23 日）で
見つけたかわいい笑顔です。

家族で食事を大切に
それぞれの世代で気を付けること②
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　7月31日から8月9日までの日程で姉妹校のオーストラリア･ワー
ウィック・ステート・ハイスクール（W.H.S）を訪問していた久御山中
学校の生徒が、交流のきずなを深め、かけがえのない体験を胸に全員元
気に帰国しました。
　久御山中学校と W.H.S は平成 5 年から交流を始め、隔年で相互訪問
しています。今回は 2、3 年の生徒 15 人（男 3 人、女 12 人）と光島
正豪校長ら 3 人が訪問。W.H.S に到着した生徒たちは、出迎えのホス
トファミリーと対面したあと、各家庭に滞在しながら交流しました。
　学校では、日本の伝統的な遊びや文化、久御山町の概要などを英語
で紹介したり、数学や美術、体育などの授業にも参加しました。また、
ピーター・ブランデル市長や市内の小学校を訪問するなど、盛りだくさ
んの交流プログラムをやり遂げ、ホストファミリーとの別れを惜しみな
がら帰国の途に。中には涙を流したり、「帰りたくない」といった生徒
もあり、引率した先生は、「生徒は青春の 1 ページを刻んでくれました。
この経験はきっと生かされると思います」と感想を述べてくれました。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生

平成 25年 7月 15日から 8月 14日までの受付分（敬称略）

　田井自治会の地域住民の拠点となる公会堂
の建替え工事が終わり、8 月 11 日、完成を
祝う竣工式で、テープカットをおこなうなど、
自治会の皆さんと喜び合いました。
　公会堂は、平屋建ての約 90 平方㍍、集会
室 2 室で、バリアフリー構造となっています。
　一方、栄 3･4 丁目集会所も建替え工事が完
了し、8 月 17 日、地域の皆さんと竣工記念
式典が開催されました。
　新しい集会所は木造平屋建て、延床面積約
115平方㍍、全面バリアフリーで26畳と16
畳の全 2 部屋は床暖房が完備されています。

地域の拠点相次ぎ建替え竣工
田井公会堂、栄 3・4丁目集会所

かけがえのない体験と交流 久御中がW.H.S を訪問

　
島
田　　

光
井　

敬け
い
た汰　

崇
人
・
和
子

　
佐
山　

  　
波　  

友ゆ
う
た太　

徹　

・
香
織

　　

〃　

 

多
良
間
美ち
ゅ
ら空　

大
輔
・
美
奈

　　

〃　
　
永
尾　

煌こ
う
せ
い生　

正
和
・
亜
紀
子

　
佐
古　　

川
島　

和か
ず
き樹　

和
也
・
樹
里

　　

〃　
　
小
幡　

茜あ

こ杏　

真
士
・
貴
美

　
田
井　　

市
村　

志し

ほ穂　

祐
人
・
真
莉
子

　
下
津
屋　
西
尾　

叶か
な
と夢　

好
貴
・
香
奈
子

　

林　　

 

蒲
原
優ゆ

め

り
愛
李　

拓
也
・
友
香

　

〃　
　

須
藤　

夏な
つ
き希　

礼
央
・
茜

　

〃　
　 

井
上　

翔し
ょ
う　

　

祥
宏
・
菜
保
美

地
区
名
　
出
生
児
　
　
　
父
・
母

ご
結
婚

地
区
名
　
夫
の
氏
名
　
・
　
妻
の
氏
名

　
佐
山　

後
藤　

優
生
・
後
藤　

愛
美

新しくなった田井公会堂の前でテープカット

建て替え工事が完成した栄 3・4丁目集会所

市内の小学校を訪問 体育の授業で交流

美術の授業に参加する生徒
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わがやの

　８月６日から 9 日まで、あいあいホールで乳幼児と中・
高生との交流会がおこなわれました。
　交流会は、異世代交流を目的に実施しているもので、
６日は、久御山中学校の生徒６人と１歳～４歳までの親
子が参加。「子どもが好きで参加しました」と話していた
中学生は、最初は硬かった表情も時間が経つにつれて緊
張がほぐれ、楽しそうに交流。中学校の先生も「小さな
子どもやお母さんたちとふれあう経験で、人生の幅を広
げてもらえれば」と期待していました。

平井　莞
か ん た

太ちゃん松井　光
こ う し ろ う

士朗・妃
き は ね

羽ちゃん
（2 歳 10 か月）（10 か月・2 歳 10 か月）

　元気いっぱいで、にこにこ莞ちゃ
ん。たくましく、大きくなーれ！

　2 人の笑顔に癒されています♥　仲良
く元気にたくましく育ってね (^O^)

まちの話題！ア・レ・コ・レ

緊張ほぐれ楽しく交流

明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

あいあいホール

小学生工作教室飾り棚作りに挑戦
　8 月 17 日、役場中庭広場などで久御山町青少年健全
育成協議会主催の子ども広場が開催されました。
　子ども広場は、夏休みの子どもたちの交流を目的に開
かれているもので、この日は、朝から強い日差しが照り
つける中、元気いっぱいの子どもたちがダーツや輪投げ、
ペットボトルボウリングなどのコーナーを楽しんでいま
した。また、特別イベントとして、紙ヒコーキ飛ばしや
○×クイズがあり、会場は大いに盛り上がっていました。

元気いっぱいゲーム楽しむ 子ども広場

南
　
こ
は
る
ち
ゃ
ん

（
1
歳
4
か
月
）

　

ぱ
く
ぱ
く
食
べ
て
元
気
に
大
き
く
な
ー
れ
！

　

笑
顔
が
大
好
き
だ
よ
♥
♥

　

ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
、
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
「
小
学

生
工
作
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
期
間
中
に
約
1
0
0
人
が
参
加
し
て
飾
り

棚
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

合
計
12
回
の
教
室
で
す
が
、
夏
休
み
の
工
作
に
も
な
る
と
あ
っ
て
、
毎

回
、
満
員
盛
況
。
8
月
8
日
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
８
人
が
参
加
。

初
め
に
指
導
員
か

ら
、
メ
ジ
ャ
ー
や

金
槌
の
使
い
方
な

ど
基
本
と
安
全
面

を
教
わ
っ
た
あ

と
、
電
動
の
こ
ぎ

り
で
板
を
切
り
、

金
槌
と
く
ぎ
な
ど

を
使
っ
て
、
組
み

立
て
ま
し
た
。

ストラックアウトゲームを楽しむ子どもたち
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城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
収
集
し

た
公
園
な
ど
の
樹
木
や
街
路
樹
、
家
庭
の

庭
木
な
ど
の
剪
定
枝
を
、
ご
み
の
減
量
化

と
資
源
の
有
効
利
用
な
ど
の
一
環
と
し

て
、
資
源
化
（
チ
ッ
プ
化
）
し
た
も
の
を

希
望
者
へ
無
料
配
布
し
ま
す
。

チ
ッ
プ
は
ご
家
庭
の
庭
や
畑
な
ど
の

雑
草
抑
制
の
ほ
か
水
分
保
持
な
ど
に
効
果

の
あ
る
マ
ル
チ
ン
グ
（
根
覆
い
）
材
や
堆

肥
材
料
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
有
料
配
布
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
、
循
環
型
社
会
の
さ
ら
な

る
推
進
を
目
的
に
、
試
行
的
に
無
料
配
布

し
ま
す
。

配
布
日
時
／
9
月
5
日
㈭
～
11
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

※
土
曜
・
日
曜

日
及
び
平
日
の
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

場
所
／
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
城
陽

市
寺
田
奥
山
1-

61
）、
ク
リ
ー
ン
ピ
ア

沢
（
八
幡
市
八
幡
沢
1
）、
折
居
清
掃
工

場
（
宇
治
市
宇
治
折
居
18
）　

※
各
施
設

内
に
案
内
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
対

象
／
城
南
衛
生
管
理
組
合
管
内
に
在
住
ま

た
は
在
勤
し
て
い
る
人　

そ
の
他
／
今
回

配
達
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
前

の
申
込
は
不
要
で
す
が
、
持
ち
帰
り
用
の

袋
や
容
器
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。　

※
無
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
。
な
お
、
第
三
者
へ
の
販
売
目

的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
問
合

せ
／
城
南
衛
生
管
理
組
合　

施
設
課　

☎

０
７
５(

６
３
１)

０
８
３
５

犬等のふん害防止
　町では、犬等のふん害防止のため、

「久御山町飼い犬等のふん害の防止に
関する要綱」を制定し、ふんの多い重
点地域に周知看板を設置するなど、ふん害防止の啓発に努
めています。
　ふんの後始末は、飼い主の責任です。飼い主一人ひとり
のマナー向上で、犬等のふん害をなくしましょう。また、
どうしても飼えなくなった犬・猫は、府がおこなう下記の
引取り日に連れて来てください。
　日時／①毎週月曜日　午前 9 時～ 10 時 30 分②毎週火
曜日　午後 2 時 40 分～ 3 時（いずれも祝日を除く）場所
／①府山城北保健所　②町役場分庁舎前（南側駐車場東）
引取り手数料／・生後 91 日以上の犬・猫 1 頭（匹）につ
き 2,000 円　・生後 90 日以内の犬・猫 10 頭（匹）まで
ごとに 2,000 円　問合せ／京都府山城北保健所☎ 0774

（21）2912 または環境保全課へ。

9月29日 ㈰  さわやかクリーンキャンペーン 2013
　町豊かな心づくり推進協議会では、９月 29 日㈰を町内
一斉清掃の日と定め、清掃活動をおこないます。
　自治会内やその周辺などで集められた空き缶や紙くずな
どのごみは、役場敷地内に設置したコンテナへ搬入してい
ただきます。搬入時間は、午前９時から正午までです。
　なお、家具などの大型ごみや家電リサイクル品、パソコ
ン、農業用機械器具、ビニールシート類、タイヤ、バッテ
リー、バイクなどのほか、家庭ごみは搬入できずお持ち帰

りいただくこともありますので
ご了承ください。
　皆さんの積極的なご協力をお
願いします。

問合せ／環境保全課

　「あなたはアダルトサイトを利
用して代金を払っていない」とか、

「あなたが以前児童ポルノを購入
したことは違法行為です」などと
言って、告訴・告発する旨の脅迫・
恐喝めいた封書が送られてくる事

架空「告発通知」などは、ためらわずに相談を
件が多く発生しています。
　以前、民事訴訟の「少額訴訟制度」
を悪用した例もありましたが、その
ような封書が送られてきたら、慌て
ることなく、また、ためらわずに消
費生活相談窓口にご連絡ください。

　トラブルに巻きこまれたら、１
人で悩まず京都府消費生活安全セ
ン タ ー　 ☎ 075（671）0004、
京都府山城広域振興局商工観光
室　 ☎ 0 
774（21）
2103ま
たは産業
課へご相
談くださ
い。

110番消費生活消費生活

剪
定
枝
チ
ッ
プ
を
無
料
配
布

 
庭
や
畑
の
マ
ル
チ
材
や
堆
肥
に

vol.179
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燃やすごみ

月・木
佐古、新開地、佐山、籾池、
双栗、市田、鈴間、田井、荒見、
下津屋、下津屋サンハイツ、
島田、東島田、森、坊之池、
野村、村東

火・金

松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、栄 1．2 丁目、
栄 3．4丁目、ハイツ西宇治、
清水、林、西武西林、ミサワ林、
大橋辺、北川顔、藤和田、近
協パレス、中島、西一口、東
一口、相島、下津屋団地、東
佐山団地、久御山団地（17 棟
〜29 棟前のごみ集積所）

水・金
久御山団地（3 棟〜 5 棟、7 棟、
10 棟〜14 棟、34 棟〜 41棟、
43 棟〜 44 棟前のごみ集積
所）

燃やさないごみ

月
松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、大橋辺、北川
顔、藤和田、近協パレス、中島、
西一口、東一口、相島

火 佐古、新開地、佐山、籾池、
双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木
栄 1．2丁目、栄 3．4丁目、清水、
ハイツ西宇治、林、西武西林、
ミサワ林

金
田井、荒見、下津屋、下津
屋サンハイツ、下津屋団地、
島田、東島田、坊之池、森、
野村、村東

リサイクルごみ
缶 類
ペ ット ボトル
紙 パ ッ ク

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

4 日
（第1水曜日）

11日
（第 2 水曜日）

18 日
（第 3 水曜日）

25 日
（第 4水曜日）

使用済み天ぷら油
11日（第 2 水曜日）

※指定の場所に、油の入っていた容器
　等に入れて出してください。

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日(翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、
城南衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

9 月  13 日（金） 

藤和田・島田・東島田・東一口（国道
1号以東）・森（国道1号以東）・森村東
（国道 1号以東）・野村・野村村東・佐
山・新開地・佐古・清水・林・市田・田
井・荒見・下津屋

9 月 17 日（火）
北川顔（府道以東）・坊之池・森（国
道 1号以西）・森村東（国道 1号以西）・
西一口・中島・相島

9 月 20 日（金） 東一口（国道 1号以西）

9 月 19 日（木） 大橋辺・北川顔（府道以西）

環境保全のコーナー 9月のごみ・し尿収集日

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎631-9991/45-3922
somu@town.kumiyama.lg.jp
075(632)1899

長寿健康課 ☎631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075(632)5933

075(632)5933

税 務 課 ☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075(632)5558

行財政課 ☎631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075(632)1899

国保医療課 ☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075(632)5933

住民福祉課 ☎631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075(632)5933

都市整備課 ☎631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075(631)6149

産 業 課 ☎631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075(631)6149

議会事務局 ☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075(632)3000

075(631)6129

学校教育課 ☎631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075(632)5382

上下水道課 ☎631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774(46)0086

会 計 課 ☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075(632)1899

社会教育課 ☎631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075(631)6129

図 書 館 ☎0774(45)0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774(46)5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

いきいきホール

ゆうホール

あいあいホール

体　育　協　会（社会教育課内）

総合体育館

荒　見　苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075(632)2300　　075(632)2001

☎ 0774(41)3466　　0774(44)1199

☎ 0774(45)0002　　0774(46)5610

☎ 0774(41)2263　　0774(41)2283

☎ 0774(44)3700　　0774(44)2203

☎ 0774(44)3405　　0774(44)7801

☎ 075(631)0022　　075(632)3001

☎ 075(631)1000　　075(632)0031
☎・　 075(631)2475
☎・　 0774(43)2970
☎・　 0774(43)4906
☎・　 075(631)4531
☎・　 0774(43)8644
☎・　 0774(44)4966

8月1日現在  久御山町の人口  16,563人（男8,234人、女8,329人）  世帯数 6,784
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②②

くみやま

甘唐辛子

この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用していますこの広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

ビ
タ
ミ
ン
C
が
多
く　

夏
風
邪
予
防
や
疲
労
回
復
に

　

唐
辛
子
と
い
う
と
ピ
リ
ッ
と
辛
い
イ
メ
ー
ジ
の
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
久
御
山
町
で
は
甘
党
美
人
や
伏

見
甘
唐
辛
子
、
万
願
寺
唐
辛
子
な
ど
甘
み
が
強
い
品
種

（
甘
唐
辛
子
）が
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
な
産
地
は
、

北
川
顔
や
藤
和
田
、
東
一
口
、
佐
山
な
ど
で
す
。

　

久
御
山
町
で
多
く
作
ら
れ
て
い
る
甘
党
美
人

は
、
万
願
寺
唐
辛
子
よ
り
も
大
き
く
、
柔
ら
か
い

の
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
伏
見
甘
唐
辛
子

や
万
願
寺
唐
辛
子
は
、
京
都
府
や
流
通
業
界
、
農

協
等
か
ら
「
ブ
ラ
ン
ド
京
野
菜
」
と
し
て
認
定
さ

れ
て
、
関
西
圏
以
外
の
首
都
圏
で
も
人
気
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
万
願
寺
唐
辛
子
の
生
産
農
家
は
、

「
首
都
圏
で
人
気
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
地
元
で

も
っ
と
多
く
の
人
に
食
べ
て
い
た
だ
き
、
美
味
し

さ
を
も
っ
と
広
め
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

煮
て
も
焼
い
て
も
お
い
し
い
甘
唐
辛
子
で
す

が
、
万
願
寺
唐
辛
子
は
、「
素
揚
げ
に
し
て
塩
を

少
し
振
り
か
け
る
」
と
甘
み
が
増
し
て
美
味
し
い

と
の
こ
と
。

　

鮮
度
を
見
分
け
る
の
は
、「
ツ
ヤ
」。
真
夏
の
太

陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
た
唐
辛
子
は
、
輝
い
て
い
ま

す
。
万
願
寺
唐
辛
子
に
は
辛
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
伏
見
唐
辛
子
や
甘
党
美
人
な
ど
甘
み
の
強

い
品
種
で
も
た
ま
に
辛
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
辛
い
の
が
嫌
い
な
人
は
、
で
き
る
だ
け
真
っ
直

ぐ
な
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

甘
唐
辛
子
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
が
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、夏
風
邪
予
防
や
疲
労
回
復
に
最
適
で
す
。

収
穫
の
最
盛
期
は
7
月
中
旬
か
ら
8
月
下
旬
ま
で

で
す
が
、
6
月
か
ら
9
月
中
ご
ろ
ま
で
収
穫
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
夏
バ
テ
か
ら
の
回
復
に
久
御
山

の
甘
唐
辛
子
を
食
卓
に
ど
う
ぞ
！

　
（「
と
れ
と
れ
野
菜
直
送
便
」
は
、
久
御
山
の
野
菜
の
魅

力
を
農
産
物
直
売
所
運
営
協
議
会
の
ご
協
力
で
お
届
け
し

て
い
ま
す
。）
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①

②

鶏もも肉は一口大に切り、塩、
こしょうをして、酒と片栗粉
を揉み込む。
万願寺唐辛子はヘタをつけた
まま、真ん中で斜め半分に切
る。パプリカはヘタと種を
とって、くし形にする。

　京野菜の一つであり、柔らかく甘み
がある万願寺唐辛子を使った鶏肉との
さっぱり煮です。鶏肉は、皮を取り除
くことで、皮と肉との間の脂肪も取り
除くことができ、カロリーを減らせま
す。　　　　　　　　　　長寿健康課

ヘルシークッキング vol.176 鶏肉と万願寺唐辛子のさっぱり煮

作り方

●材料（４人分）

エネルギー
184 キロカロリー／１人分
塩分� 0.9 グラム

塩
こしょう
酒
片栗粉

酢
しょうゆ
みりん
砂糖

a
b

鶏もも肉（皮なし）280ｇ パプリカ（赤）
サラダ油

1/2 個
小さじ２

万願寺唐辛子 ８本

少々
少々

小さじ２
小さじ２

大さじ１小さじ１
大さじ１小さじ１
大さじ１小さじ１

小さじ２

③ 

④

⑤ 

フライパンにサラダ油を熱し、
強火で鶏もも肉を両面焼く。
火を中火に落とし、ｂの調味料
と万願寺唐辛子、パプリカを入
れる。
蓋をして、焦げ付かないように
時々様子を見ながら 6～ 7分、
鶏肉に完全に火が通り、全体に
照りがでれば皿に盛り付ける。
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